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全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
品
種
の
さ
く
ら
や
天
然
記
念
物
と

同
じ
種
類
の
さ
く
ら
の
見
学
を
Ｎ
Ｐ

Ｏ
東
京
樹
木
医
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主

催
で
行
い
ま
す
。

と
き

４
月
１９
日
（土）
１０
時
４５
分
〜
１７

時
、
集
合
＝
区
民
ホ
ー
ル
（
区
役

所
１
階
）

見
学
場
所

多
摩
森
林
科
学
園
（
八

王
子
市
廿
里

と

ど

り

町
１
８
３
３
―

８
１
）

交
通

借
上
げ
バ
ス
、
行
程
＝
区
役

所→

多
摩
森
林
科
学
園→

区
役
所

参
加
費（
昼
食
、
入
園
料
を
含
む
）

大
人
＝
１
千
５００
円
、
小
人（
高
校

生
ま
で
）＝
１
千
２５０
円

定
員

５０
名

申
込
み

４
月
１１
日
（金）
ま
で
に
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ（
９
面
参

照
）で
道
路
公
園
課
都
市
施
設
主

査（
1
５
２
１
１
―
４
２
４
３
6

３
２
６
４
―
４
７
９
２
）へ
。

※
当
日
連
絡
先
1

０
８
０
―

３
１
７
１
―
９
４
３
３
　

春
の
さ
く
ら
教
室（
さ
く
ら
保
存
林
見
学
）

区内のさくらの名所をご案内し
ます（地図の番号参照）。
①千鳥ケ淵周辺 ２６０本
さくらの名所として名高い千鳥ケ

淵緑道。皇居の緑を背景に対面す
る土手には、奔放に枝を延ばしたソ
メイヨシノが水面に映え、見上げれ
ば花のトンネルに囲まれています。
②戦没者墓苑 １４本
３月になると枝を大きく広げた

大寒桜がソメイヨシノに先がけて
咲き出します。常緑樹の多い静か
な環境に、メジロやヒヨドリが花
のみつを求めて訪れます。
③千鳥ケ淵公園・内堀通り　２０８本
内堀通りをはさんだ千鳥ケ淵公

園のさくら並木は圧巻。早咲きの
山桜、紅枝垂も見事です。英国大
使館や国立劇場のさくらも咲いて
います。
④北の丸公園　３２９本
千鳥ケ淵側、土手沿いの散歩道。

上から見下ろすさくらは、タブノ
キやミズキを従えて咲き誇り、水
面にまで枝を垂れています。
⑤　國神社 ４０６本
到着殿周辺の里桜や標本木、相

撲場周辺にソメイヨシノ、トチノ
キの大木の向いの池に枝垂桜も咲
いています。
⑥外濠公園 ２３６本
飯田橋から四ツ谷まで、外濠の

土手にソメイヨシノと山桜が咲き
ます。土手上の遊歩道を散策して

みてはいかがですか。
⑦聖イグナチオ教会（土手側）１０５本
ソメイヨシノが咲き誇り、樹齢
１５０年の松と調和した美しい景色が
見所。中央辺りグランド側に低く
大きく枝を延ばした普賢象（里桜）
も見事。
⑧清水谷公園周辺 ７４本
清水谷公園の芽吹とともに、４

月１０日ごろから赤い関山（里桜）の
花が咲き始めます。
⑨東郷公園 ２５本
広場に枝をつき出したソメイヨシ

ノのほか、早咲きのさくら、寒桜も
立春にはつぼみがほころびます。
⑩日枝神社周辺 ８５本
社殿の周辺にはソメイヨシノ、

外周には関山（里桜）の並木が楽し
めます。
⑪皇居東御苑 ２８０本
ゆったりとした空間に都心部の

一大さくら植栽地を形成していま
す。芝生広場を前景にソメイヨシ
ノ、関山（里桜）の群落、江戸ヒガ
ンの林も見事です。武蔵野の雑木
林には、山桜も咲いています。
⑫代官町通り １７５本
ジョギングコースで有名なこの

通りは、戦前から山桜の並木道と
しても知られています。ほかにも寒
緋桜、八重紅枝垂、陽光等、静かで華
やかなさくら並木が楽しめます。
⑬内堀通り（竹橋付近）４７本
代官町通りから濠に沿って気象

庁前まで、ソメイヨシノ、普賢象
（里桜）、関山（里桜）、八重紅枝垂
が続きます。
⑭神田明神・宮本公園 ４４本
神田明神から宮本公園へ行った

り来たり、ソメイヨシノを中心に
した楽しいお花見スポットです。
⑮駿河台道灌道 １７本
駿河台の武家屋敷に植えられて

いたと伝わる匂桜、駿河台匂。地元
の要望で昭和６３年に植えられまし
た。素敵な香りを楽しみましょう。
⑯日比谷公園 ５５本
さくらのビュースポットは公園

の南西角にあるかもめの広場。ソ
メイヨシノが若い枝を延ばしてい
ます。
⑰国会前庭

ぜんてい

１６０本
南庭と北庭に分かれています。

南庭では池にかかるさくらを見て、
北庭では品種名板を参考に、たくさ
ん集められたさくらの品種をゆっく
り見るのも楽しみです。
⑱桜田通り周辺 ８３本
桜田通りに沿った緑地にソメイヨ
シノが咲き、歩道を覆います。ま
た、国会側から潮見坂を下りなが
ら眺めるさくらのトンネルも見事
です。
⑲新三崎橋付近 ３８本
日本橋川右岸のソメイヨシノが見
ごろに生長してきました。また、樹
齢約１２０年の枝垂桜も咲く、千代田
の新しいさくらスポットです。
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イ
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②
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⑯
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⑬
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稲
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通
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　千鳥ケ淵周辺①

４面をご覧ください。千鳥ケ淵ライブカメラ

過去１０年間のサクラの開花日

3月27日

3月24日

3月30日

3月23日

3月16日

3月27日

3月18日

3月31日

3月21日

3月20日

1998年

1999年

2000年

2001年

2002年

2003年

2004年

2005年

2006年

2007年

2008年 3月27日（予想）

（気象庁データ）

さくらの開花日とは、 國神社境内
にあるソメイヨシノの標本木で５～６
輪の花が開いた状態となった最初
の日をいいます。満開日とは、標本
木で８０％以上のつぼみが開いた状
態となった最初の日をいいます。

印はビューポイント

▲春のさくら教室（さくら保存林見学）

さくらまつりは
３月２８日（金）～４月６日（日）

開花予想日により期間が前後する場
合があります。最新の情報は区観光協
会のホームページ（http://www.kanko-
chiyoda.jp)またはテレホンガイド（1

３２９２－１５８０）をご利用ください。

※和泉公園は工事で閉鎖中
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指
針
で
は
、
区
や
区
民
、
事
業
者

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
項

目
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
目
標
や
目

標
年
次
を
定
め
て
、
こ
の
進
捗
状
況

を
年
１
回
公
表
し
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
の
取
組
み
実
績
は
図

表
１
の
と
お
り
で
す
。

低
炭
素
型
社
会
を
目
指
し
て今

年
１
月
１
日
に
、
千
代
田
区
地

球
温
暖
化
対
策
条
例
を
施
行
し
ま
し

た
。区

内
の
平
成
２
年
（
１
９
９
０
年
）

以
降
の
業
務
・
家
庭
部
門
で
の
Ｃ
Ｏ２

排
出
量
（
二
酸
化
炭
素
排
出
量
）
は

図
表
２
の
と
お
り
で
す
。
低
炭
素
型

社
会
を
目
指
す
千
代
田
区
で
は
、
区

民
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
知

恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
二
酸
化
炭
素

削
減
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

本
庁
舎
お
よ
び
区
立
施
設
か
ら

の
Ｃ
Ｏ２
排
出
削
減
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
の
計
画
で
は
、
平
成
１７
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
を

平
成
11
年
度
比
で
お
お
む
ね
３
％

削
減
す
る
こ
と
等
を
目
標
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。取

組
み
実
績

は
図
表
３
の
と

お
り
で
す
。
施

設
の
増
加
等
の

た
め
、
目
標
は

達
成
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

※
平
成
11
年
度

以
降
に
増
加

し
た
施
設
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
千
代
田
清
掃
事
務
所

・
西
神
田
コ
ス
モ
ス
館

・
岩
本
町
ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

平
成
18
年
度
以
降
も
２
か
年
の

暫
定
計
画
を
作
成
し
、
現
在
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
削
減
目
標
は
、

平
成
19
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

総
排
出
量
を
平
成
17
年
度
比
で

２
％
削
減
す
る
こ
と
で
す
。
取
組

み
状
況
は
図
表
４
の
と
お
り
で
す
。

問
合
せ

環
境
推
進
課
環
境
調
査

係
　
1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

「
千
代
田
区
環
境
配
慮
指
針
」

「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」年
次
報
告

項　目 目標年度 行動目標 平成18年度実績

緑　化 平成３２年度
（２０２０）

平成２３年度
（２０１１）

平成２３年度
（２０１１）

公園緑地や公開空地等を４５ha以
上とする ３５.９３ha

１４.１万ｔ
(２５.０％削減)

４２.３％ごみの資源化率を５１.４％とする

平成１０年度のごみ量(１８.８万ｔ)を基
準として２７％削減するごみ量

ごみの
資源化

▼図表1　アクションプログラムの取組み状況
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（％）
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平成10年 12年11年 13年 14年 15年 17年 18年16年 23年（年度）

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

平成11年度
（基準年度）

平成17年度
3施設の増加あり 3施設の増加なし

２５,９９６,３９７

９,９８３

１,８９６,１２７

３,７７６

２０,５４１

４９

１３,８０８

２９,９９５,５５０

１１,０３８

１,８２０,５２６

４,１５１

２３,１１８

５４

１５,２４３

２４,９２８,９３１

９,１７４

１,７０７,６６７

１７,１４７

１３,１０７

４０

３,８９３

１５.４％

１２.５％

１０.２％

１０.４％

－４.０％

１０.６％

９.９％

－４.１％

－８.１％

－９.９％

３.１％

－５.１％

－１６.５％

－１８.４％

▼図表3　本庁舎と区立施設のエネルギー使用量・ＣＯ2排出量（実行計画）
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ＣO２換算量（トン）
ＣO２換算量（トン）

使用量(m3)

使用量(リットル)

電
気

ガ
ス

計

ガ
ソ
リ
ン

区
は
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
を
緩
和
す
る
た

め
、
屋
上
・
ベ
ラ
ン
ダ
・

壁
面
な
ど
の
緑
化
や
屋

上
・
屋
根
の
高
反
射
率
塗

料
の
塗
布
工
事
に
対
し
、

費
用
の
一
部
を
４
月
１
日

か
ら
助
成
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
対
策
で
、
都

市
の
緑
の
増
加
と
寝
苦
し

い
夜
の
解
消
に
貢
献
し
ま

す
。

※
高
反
射
率
塗
料
は
、
太

陽
光
を
反
射
し
塗
布
面

の
蓄
熱
を
抑
え
ま
す
。

【
緑
化
】

①
対
象

区
内
建
築
物
は
す
べ
て

対
象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

新
築
・
改
築
で
敷
地
面
積
が
２５０

以
上
の
場
合
は
「
千
代
田
区

緑
化
推
進
要
綱
」
の
基
準
を
満

た
し
た
上
で
、
基
準
を
超
え
る

部
分
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
申
請
対
象
者

対
象
に
な
る
建

築
物
の
所
有
者
。
た
だ
し
、
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
の

場
合
、
管
理
組
合
等
に
よ
る
設

置
工
事
の
承
認
が
必
要
で
す
。

賃
貸
物
件
は
、
所
有
者
か
ら
の

申
請
に
限
り
ま
す
。

③
助
成
額

工
事
費
の
２
分
の
１

（
上
限
50
万
円
）

④
そ
の
他

プ
ラ
ン
タ
ー
に
よ
る

緑
化
は
、
容
量
が
１
個
１００
リ
ッ

ト
ル
以
上
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

【
高
反
射
率
塗
料
】

①
対
象

区
内
建
築
物
は
、
す
べ

て
対
象
に
な
り
ま
す
。

②
申
請
対
象
者

対
象
に
な
る
建

築
物
の
所
有
者

③
助
成
額

工
事
費
の
２
分
の
１

（
上
限
30
万
円
）

④
そ
の
他

高
反
射
率
塗
料
は
グ

レ
ー（
Ｎ
６
）塗
料
の
試
験
体
の

日
反
射
率
を
第
三
者
機
関
で
測

定
し
、
そ
の
値
が
50
％
以
上
の

製
品
に
限
り
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
助
成
決
定
前
の
工
事

着
手
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
申
請
に
は
、
工
事
業
者
か
ら
の

見
積
書
が
必
要
で
す
。

※
工
事
完
了
後
は
、
一
定
期
間
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
報
告
が
必

要
で
す
。

助
成
要
綱
は
、
区
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.city.chiyoda.

lg.jp/m
enu/dpt/dpt042.htm

l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
環
境
推
進
課
環
境
調
査

係
　
1
５
２
１
１
―
４
２
５
５

ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

平成17年度
（基準年度） 平成18年度

２８,４３６,６３１

１０,４６５

１,８１９,１４７

４,１４８

２０,８７４

４８

１４,６６１

２７,４７２,８２９

９,３１３

１,５３９,３１４

３,５１０

１９,１３０

４４

１２,８６７

▼図表4　本庁舎と区立施設のエネルギー使用量・ＣＯ2排出量（暫定計画）

使用量（KWH）

ＣO２換算量（トン）

ＣO２換算量（トン）

ＣO２換算量（トン）
ＣO２換算量（トン）

使用量(m３)

使用量(リットル)

電
気

ガ
ス

計

ガ
ソ
リ
ン

－３.４％

－１１.０％

－１５.４％

－１５.３％

－８.４％

－８.３％

－１２.２％

区
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
た
め

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
平
成
１２
年
３
月
に
「
千
代
田
区

環
境
配
慮
指
針
」
を
作
成
し
、
平
成
１３
年
３
月
に
は
、
区
が

自
ら
率
先
し
て
環
境
保
全
活
動
を
実
践
す
る
た
め
「
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

年

業務

家庭

計

▼図表2　業務部門・家庭部門のＣＯ２排出量の推移

１９９０

１７９

１１
１８９

１９９１

１８８

１１
１９８

１９９２

１８６

１１
１９７

１９９３

１７７

１０
１８７

１９９４

１９３

１０
２０３

１９９５

１８４

１０
１９５

１９９６

１７３

１０
１８２

１９９７

１７６

９
１８５

年

業務

家庭

計

１９９８

１６８

９
１７７

１９９９

１７９

９
１８８

２０００

１８６

１０
１９５

２００１

１８３

９
１９２

２００２

２０１

１０
２１１

２００３

２３４

１２
２４６

２００４

２１４

１１
２２５

２００５

２１１

１１
２２３

（単位：万トン）
※
端
数
処
理
し
て
い
る
た
め
計
が
合
わ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

緑
化
や
高
反
射
率
塗
料
の
塗
布
工
事
に
助
成

広　　告

環
境
配
慮
指
針

ごみ量２５％削減

ごみ量の資源化率４２.３％　

※
暫
定
計
画
に
は
郊
外
施
設
を
含
ん
で

い
ま
せ
ん
。

m2

二
酸
化
炭
素
排
出
量

の
削
減
を

広告掲載号 毎月５・２０日号
発行部数 ５万３，０００部
掲載料 ３万円（この大きさ）～１２万円
問合せ 広報広聴課　1５２１１－４１７４

広広広報報千千代代田田　　
有有料料広広告告募募集集

▲有楽町の風力・太陽光発電型

街路灯



区
は
昨
年
１２
月
か
ら
試
行
し
て

い
た
介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
４
月
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、

高
齢
者
が
地
域
づ
く
り
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
介
護
予
防

を
進
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
活
動
を

行
う
と
、
そ
の
活
動
に
応
じ
て
ポ

イ
ン
ト
が
も
ら
え
、
後
日
（
年
１

回
）
そ
の
ポ
イ
ン
ト
が
換
金
で
き

ま
す
。
換
金
額
は
、
年
間
上
限
５

千
円
で
す
。
自
分
の
介
護
保
険
料

に
充
て
る
た
め
に
使
え
ま
す
。

対
象

６５
歳
以
上
の
区
内
在
住
者

活
動
内
容

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

提
供
施
設
や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

で
の
話
し
相
手
、
お
茶
の
時
間

の
準
備
、
シ
ル
バ
ー
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ス
タ
ジ
オ
の
い
き
い
き
リ

ー
ダ
ー
な
ど

■
説
明
会

活
動
し
て
み
た
い
方
、
興
味
の

あ
る
方
を
対
象
に
制
度
の
説
明
会

を
行
い
ま
す
。

と
き

４
月
１７
日
（木）
・
５
月
１５
日

（木）
１０
時
〜
１１
時
３０
分

※
こ
の
日
程
以
外
で
も
登
録
可
能

で
す
。

会
場

西
神
田
併
設
庁
舎
３
階
会

議
室
（
西
神
田
１
―
３
―
４
）

申
込
み

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ（
９
面
参
照
）で
社
会
福
祉

協
議
会
ち
よ
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー（
1
５
２
８
２
―

３
７
１
６
6
５
２
８
２
―

３
７
１
８
）
へ
。

問

新
し
い
健
診
の
目
的
は

答

生
活
習
慣
病
を
効
果
的
に
予

防
す
る
こ
と
で
す
。

問

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）

と
は

答

４０
歳
〜
７４
歳
の
方
を
対
象
に
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し

た
内
容
で
行
う
健
診
で
す
。
７５

歳
以
上
の
方
に
は
、
糖
尿
病
な

ど
疾
病
の
早
期
発
見
と
介
護
予

防
の
た
め
の
「
健
康
診
査
」
を

行
い
ま
す
。

問

今
ま
で
の
健
診
と
特
定
健
診

の
違
い
は

答

内
臓
脂
肪
の
蓄
積
を
調
べ
る

た
め
、
腹
囲
の
測
定
が
加
わ
り

ま
す
。

問

特
定
保
健
指
導
と
は

答

特
定
健
診
の
結
果
、
生
活
習

慣
病
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
方
に

運
動
や
栄
養
面
の
改
善
を
サ
ポ

ー
ト
し
ま
す
。
医
師
や
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
が
指
導
を
し

ま
す
。

（3）No. 1228 20.3.20

４
月
か
ら
医
療
制
度
が
変
わ
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
区
が
行
っ
て
き
た

誕
生
月
健
診
は
、
国
保
や
健
保
組
合

な
ど
の
医
療
保
険
ご
と
に
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
が
ん
検
診
は
今

ま
で
ど
お
り
区
が
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ

健
康
推
進
課
健
康
推
進
係

1
３
２
９
１
―
３
６
４
６

年
齢
と
加
入
す
る
医
療
保
険
に
よ

り
、
受
診
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

■
40
歳
〜
74
歳
は
「
特
定
健
康
診
査
」

と「
特
定
保
健
指
導
」

▼
千
代
田
区
の
国
保
に
加
入
し
て
い

る
方

区
か
ら
加
入
者
に
受
診
券
を
郵
送

し
ま
す
。
受
診
期
間
は
誕
生
月
に
関

係
な
く
、
４０
歳
〜
６４
歳
の
方
は
６
月

〜
９
月
、
６５
歳
〜
７４
歳
の
方
は
９
月

〜
１１
月
に
な
り
ま
す
。

▼
健
保
組
合
や
共
済
組
合
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
方

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
か
ら
の

案
内
に
従
い
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■
75
歳
以
上
の
方
は
「
健
康
診
査
」

区
か
ら
加
入
者
に
受
診
券
を
郵
送

し
ま
す
（
区
は
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
健
診
業
務
を
委
託
さ
れ

て
い
ま
す
）。
受
診
期
間
は
誕
生
月

ご
と
に
分
か
れ
ま
す
。
４
月
〜
９
月

生
の
方
は
６
月
〜
９
月
の
間
に
、
１０

月
〜
３
月
生
の
方
は
１０
月
〜
１
月
の

間
に
受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

―
い
ず
れ
も
―

・
受
診
券
は
、
受
診
期
間
が
始
ま
る

月
の
前
月
末
に
発
送
す
る
予
定
で

す
。

・
受
診
で
き
る
医
療
機
関
は
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
受
診
券
ま
た
は
医

療
保
険
か
ら
の
案
内
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

・
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
福
祉

課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

・
受
診
期
間
は
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん

検
診

受
診
券
が
必
要
で
す

＝
下
図
表
参
照
＝
。
受
診

券
が
直
接
送
付
さ
れ
る

方
以
外
で
希
望
す
る
場

合
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
肺
が
ん
・
胃
が
ん
・
大

腸
が
ん（
40
歳
以
上
）、

前
立
腺
が
ん（
55
歳
以

上
）検
診

▼
千
代
田
区
の
国
保
ま

た
は
後
期
高
齢
者
医

療
に
加
入
し
て
い
る

方健
診
と
同
時
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
健
保
組
合
や
共
済
組
合
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
方

７
月
か
ら
区
内
指
定
医
療
機
関
で

広　　告

区区
民民
健健
診診
がが

変変
わわ
りり
まま
すす

４
月
か
ら

誕
生
月
健
診

が
ん
検
診

介
護
保
険
サ
ポ
ー
タ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
制
度

４
月
か
ら
本
格
実
施

乳がん検診 子宮がん検診

・４０歳以上の偶数年齢の方　
・４１歳以上の奇数年齢で前年
　度に乳がん検診を受けてい
　ない方

・７０歳までの偶数年齢の方　
・７２歳以上で過去３年間に１回以上子宮がん検診を受けた偶数
　年齢の方

指定医療機関（一覧表を受診券に同封します）

問診、視触診、マンモグラフィ検査 問診、内診、細胞診

７月～１２月

・２０歳以上の偶数年齢の方
・３１歳以上の奇数年齢で前年
　度に子宮がん検診を受けて
　いない方

対 象 者

受診場所

受診期間

検査方法

受診券が
直接送付
される方

▼乳がん・子宮がん検診

滝口和江さん（内神田在住・６８歳）
自分の空いた時間の中でマイペースに活

動しています。いろいろな方と関わりをも
てて楽しいです。

杉本節子さん（岩本町在住・６５歳）
今まで地域で何か活動をしたかったけ

れど、きっかけがなかったので、一歩踏
み出すよいきっかけになりました。

活動者の声

加
工
食
品
の
包
装
に
表
示
さ
れ

る
「
期
限
」
に
は
「
消
費
期
限
」

と
「
賞
味
期
限
」
の
２
種
類
が
あ

り
、
次
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

消
費
期
限

腐
敗
な
ど
の
危
険
性

が
な
く
、
安
全
に
食
べ
ら
れ
る

期
限
。
傷
み
や
す
く
、
早
め

（
お
お
む
ね
５
日
以
内
）
に
食

べ
た
ほ
う
が
良
い
弁
当
や
惣
菜

類
、
生
菓
子
等
に
表
示
さ
れ
ま

す
。

賞
味
期
限

品
質
が
損
な
わ
れ

ず
、
風
味
や
お
い
し
さ
を
保
て

る
期
限
。
比
較
的
日
も
ち
の
す

る
缶
詰
や
冷
凍
食
品
、
清
涼
飲

料
水
等
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
期
限
は
、
表
示
さ
れ

て
い
る
保
存
方
法
（
例
＝
冷
暗
所

保
存
）
を
守
り
、
未
開
封
で
あ
る

こ
と
が
前
提
で
す
。
食
品
の
包
装

に
表
示
さ
れ
て
い
る
内
容
を
よ
く

確
認
し
、
開
封
後
は
期
限
に
か
か

わ
ら
ず
、
早
め
に
食
べ
き
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

生
活
衛
生
課
食
品
衛
生

主
査
1
３
２
９
１
―
３
６
４
５

食
品
の「
消
費
期
限
」と「
賞
味
期
限
」

く

ら

し

の

安

全

安

心

・

受
診
で
き
ま
す
。
申
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
広
報
千
代
田
６
月

５
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
肺
が
ん
検
診
は
区
内
指
定
医
療

機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。
検
査

項
目
は
、
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
と

喀
痰

か
く
た
ん

検
査
（
５０
歳
以
上
で
喫
煙

指
数
６００
以
上
の
方
と
希
望
者
）

で
す
。

喫
煙
指
数
と
は
、
１
日

に
吸
う
タ
バ
コ
の
本
数
に

喫
煙
年
数
を
掛
け
た
数
値

で
す
。

例
え
ば
、
１
日
２０
本
の

ペ
ー
ス
で
２０
年
吸
い
続
け

た
場
合
の
喫
煙
指
数
は

２０
×
２０
＝
４００
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
健
診
制
度
の
Ｑ
＆
Ａ



No. 1228 20.3.20（4）区役所の代表電話　3264ー2111

平
成
１９
年
修
正
　

千
代
田
区
地
域
防
災
計
画
を
作
成
し
ま
し
た

地
域
防
災
計
画
は
、
地
震
・
風
水

害
・
そ
の
他
の
災
害
に
関
し
、
防
災

関
係
機
関
が
協
力
し
て
、
災
害
予

防
・
応
急
・
復
旧
活
動
を
実
施
し
、

区
民
を
災
害
か
ら
保
護
す
る
こ
と
を

目
的
に
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
平
成
１５
年
に
修
正

し
た
も
の
が
最
新
で
し
た
が
、
今
年

度
、
区
は
防
災
関
係
機
関
と
協
力
し
、

ま
た
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見

を
募
り「
平
成
１９
年
修
正
　
千
代
田

区
地
域
防
災
計
画
」を
作
成
し
ま
し

た
。「

協
助
」
は
、
伝
統
的
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
助
け
合
い
で
あ

る
「
共
助
」
を
基
本
と
し
、
よ
り
広

く
事
業
者
等
を
含
め
て
減
災
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
力
を
３
つ
重
ね
た
協

の
字
を
使
い
「
協
助
」
と
し
ま
し
た
。

「
地
域
防
災
力
の
向
上
」「
帰
宅

困
難
者
対
策
の
充
実
」
は
、
具
体
的

な
数
値
目
標
を
掲
げ
対
策
を
推
進
し

ま
す
。

平
成
１８
年
３
月
に
都
の
被
害
想
定

が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
想
定
地
震
は

東
京
湾
北
部
地
震
Ｍ
７
・
３
、
気
象

条
件
は
冬
の
夕
方
１８
時
で
風
速
６

m
／
秒
で
す
。

区
は
、
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施

し
、
資
器
材
の
使
い
方
や
施
設
を
実

際
に
確
認
す
る
な
ど
の
効
果
を
あ
げ

て
い
ま
す
。
今
後
は
円
滑
に
避
難
所

を
運
営
す
る
た
め
、
冷
暖
房
製
品
な

ど
の
調
達
に
つ
い
て
の
協
定
や
、
避

難
所
で
の「
ペ
ッ
ト
適
正
飼
養
ル
ー

ル
」（
※
）の
作
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

※
人
と
動
物
の
共
生
と
い
う
観
点
か

ら
、
避
難
所
で
の
ペ
ッ
ト
の
取
扱

い
指
針
を
定
め
た
も
の
で
「
ペ
ッ

ト
と
の
同
行
避
難
」「
ペ
ッ
ト
の

い
る
人
と
い
な
い
人
の
部
屋
を
分

け
る
」「
ペ
ッ
ト
は
ケ
ー
ジ
に
入

れ
る
」
等
を
主
な
指
針
と
し
た
も

の
で
す
。

地
下
街
・
地
下
鉄
の
災
害
防
止
と

被
害
軽
減
を
図
り
、
浸
水
対
策
と
避

難
体
制
も
整
備
し
ま
す
。

千
代
田
区
防
災
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
た
高
所
カ
メ
ラ
や
地
理
情
報
シ
ス

テ
ム
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
使
用
し
、
情
報
収
集

や
分
析
機
能
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

※
「
平
成
１９
年
修
正
　
千
代
田
区
地

域
防
災
計
画
」
は
、
情
報
コ
ー
ナ

ー
（
区
役
所
２
階
）、
防
災
課
窓

口
（
区
役
所
４
階
）、
出
張
所
、

区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.bousai.city.chiyoda.lg.

jp/disaster/

）で
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ま
た
「
概
要
版
」
を
こ
れ
ら

の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

防
災
課

1
５
２
１
１
―
４
１
８
７

和
泉
小
学
校
の
校
庭
で
、

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
演
奏
や
町

会
の
模
擬
店
が
出
店
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き

３
月
２９
日
（土）
１２
時

〜
１５
時

会
場

和
泉
小
学
校
校
庭
　

（
神
田
和
泉
町
１
）

内
容（
予
定
）

和
泉
小
学

校
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
、
神
田

囃
子
、
雷
神
太
鼓
等
と
模

擬
店
（
軽
食
等
）

問
合
せ

秋
葉
原
東
部
地
区
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
イ
活
性
化
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局
（
和
泉
橋
出
張
所

1
３
２
５
３
―
４
９
３
１
）

主
な
修
正
内
容

力
を
合
わ
せ
て
の
協
助

減
災
目
標
の
新
設

都
の
被
害
想
定
の
改
定
を
反
映

避
難
所
の
整
備

地
下
街
・
地
下
鉄
の
防
災
対
策

防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備

利
用
期
間

４
月
１
日
〜
平
成
21
年

３
月
31
日
の
１
年
間

申
込
み

所
定
の
申
請
書
（
安
全
生

活
課
・
出
張
所
・
各
自
転
車
駐
車

場
で
配
布
）
に
必
要
書
類
（
区
民

は
住
所
を
証
明
す
る
も
の
、
高
校

生
以
下
は
学
生
証
の
写
し
な
ど
）

を
添
え
て
、
郵
送
ま
た
は
直
接
安

全
生
活
課
（
〒
１０２
―
８６８８
九
段
南
１

―
２
―
１
区
役
所
５
階
）
へ
。

※
現
在
利
用
し
て
い
る
方
も
３
月
31

日
（月）
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す

の
で
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。

※
原
動
機
付
自
転
車
（
50
cc
以
下
）

の
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

安
全
生
活
課
路
上
障
害
物

対
策
係
1
５
２
１
１
―
４
３
４
５

■
4
月
1
日
開
設
　
秋
葉
原
に
３
か

所
目
の
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ

区
は
、
４
月
１
日
（火）
に
自
転
車
専

用
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
（
８０
台
分
）

を
秋
葉
原
駅
東
側
（
神
田
花
岡
町
１

番
地
先
・
総
武
線
ガ
ー
ド
下
）
に
開

設
し
ま
す
＝
下
図
表
＝
。

利
用
料
金
は
２
時
間
ま
で
無
料

で
、
１
日
１００
円
で
す
。

問
合
せ

安
全
生
活
課
路
上
障
害
物

対
策
係
1
５
２
１
１
―
４
３
４
５

自転車駐車場名 登録車種 登録手数料（年間）台数

自転車
　区　民
　その他
　高校生以下
原動機付自転車（５０cc以下）
　区　民
　その他
　

３,０００円
６,０００円
３,０００円

３,５００円
７,０００円

自転車

原動機付
自転車

８０台

１０台

御茶ノ水駅
自転車駐車場
（神田駿河台４－３）

春
だ
！
花
見
だ
！

あ
き
は
ば
ら
Ｐａｒ
ｔ

今
回
は
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

環
境
技
術
の
向
上
で
、
自
動

車
の
燃
費
は
年
々
良
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
保
有
台
数
の
増
加

な
ど
で
、
ガ
ソ
リ
ン
消
費
に
伴

う
二
酸
化
炭
素
排
出
量
は
増
え

続
け
て
い
ま
す
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な

ど
身
近
な
温
暖
化
配
慮
行
動
に
、

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
心
が
け
ま
し

ょ
う

・
駐
車
や
長
時
間
停
車
す
る
と

き
は
車
の
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
。

・
急
発
進
を
し
な
い
。

・
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
を
上
手

に
使
う
。

・
カ
ー
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
控

え
め
に
す
る
。

・
交
通
情
報
を
活
用
し
渋
滞
を

避
け
る
。

・
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め

に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
適
正
な
空

気
圧
で
走
行
す
る
。

・
不
要
な
荷
物
は
積
ま
な
い
。

・
違
法
駐
車
は
し
な
い
。

買
い
物
は
徒
歩
か
自
転
車
で
、

公
共
交
通
が
便
利
な
場
所
で
は

電
車
や
バ
ス
を
積
極
的
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

環
境
推
進
課
環
境
調

査
係
1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

3

◇
ク
ル
マ
編
◇17.3

112.8

191.3

区
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
地
域

の
環
境
改
善
を
推
進
す
る
た
め
、
区

民
（
昼
間
区
民
を
含
む
）
や
企
業
等

が
楽
し
み
な
が
ら
継
続
的
に
環
境
活

千
代
田
エ
コ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）

推
進
協
議
会
を
設
立
し
ま
す

さくら開花期間中、千鳥ケ淵のさくらをホー
ムページ「千代田daｙ,ｓ」でご覧になれます。
また、開花状況をお知らせする写真も掲載し

ます。ぜひ見ごろのさくらを確認して、足を運
んでください。

問合せ （財）まちみらい千代田　　1３２３３－７５５６
http://www.chiyoda-days.jp/sakura２００８/

index.html

千鳥ケ淵ライブカメラ

御
茶
ノ
水
駅

自
転
車
駐
車
場
の
利
用
登
録
者
募
集

コインパーキング

東
京
▼

▲
上
野

神　田　川

中
央
通
り

第1自転車駐車場
秋葉原駅東口

（有料トイレ）
オアシス＠akiba

秋葉原駅東口
第2自転車駐車場

両国

開設予定場所

自転車等放置禁止区域

御茶ノ水

岩本町駅臨時自転車駐車場

万世橋警察署

秋葉原東部地区地域コミュニテイ活性化事業

動
が
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
千
代
田

エ
コ
シ
ス
テ
ム（
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）の
普
及
・

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
２０
年
度
か
ら
、
区
民
、
企
業
、

大
学
、
行
政
な
ど
が
協
働
し
、
Ｃ
Ｅ

Ｓ
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、（
仮

称
）Ｃ
Ｅ
Ｓ
推
進
協
議
会（
第
三
者
機

関
）を
設
立
し
ま
す
。

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
の
環
境
活
動

を
始
め
る
き
っ
か
け
と
し
て
、
Ｃ
Ｅ

Ｓ
の
活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

▼
Ｃ
Ｅ
Ｓ
と
は

ク
ラ
ス
Ⅰ

環
境
イ
ベ
ン
ト
等
に
参

加
す
る
こ
と
や
楽
し
み
な
が
ら
継

続
的
に
環
境
活
動
を
行
う
た
め
の

仕
組
み
で
す
。

ク
ラ
ス
Ⅱ
・
Ⅲ
　
個
人
や
組
織
が
自

ら
計
画
を
作
成
し
、
実
行
、
検
証
、

見
直
し
を
通
じ
て
継
続
的
に
環
境

活
動
を
行
う
た
め
の
仕
組
み
で

す
。

問
合
せ

環
境
推
進
課
温
暖
化
対
策

係
　
　
1
５
２
１
１
―
４
２
５
３

▼図表

▲和泉小学校ビッグバンド
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区
制
61
周
年
記
念
日
に
表
彰
さ
れ
た
方

千
代
田
区
は
、昭
和
２２
年
３
月
１５
日
に
麹
町
区
と
神
田
区
が
統
合
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
日
を
区
制
記
念
日
と
し
、
今
年
も
表
彰
式
を
行
い
、
特
別
功
労
者
２５
名
、
各
分
野
別

功
労
者
２５０
名（
団
体
を
含
む
）の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

特特特

別別

功功

労労

者者

雨

森

正

次

伊

関

　

●

入

山

庸

裕

鵜

澤

隆

司

内

田

榮

一

大
和
田
　
長
　
治

金

子

嘉

明

神

尾

友

和

神

谷

誠

一

木
　
下
　
長
次
郎

久
　
保
　
　
　
勝

小

池

恒

代

小
　
要
　
ミ
ド
リ

斎

藤

　

勲

佐

藤

　

勇

須
　
田
　
勝
太
郎

春

原

　

肇

田

中

一

郎

田

仲

敏

枝

谷

合

芳

子

戸

田

一

郎

中

村

育

稔

林

　

福

松

松
　
田
　
美
佐
子

山
　
田
　
雄
二
郎

分分分
野野
別別
功功
労労
者者

有

楽

町

町

会

理

事

平
河
町
二
丁
目
町
会
監
事

麹
町
二
丁
目
町
会
常
任
理
事

紀
尾
井
町
町
会
理
事

麹
町
三
丁
目
町
会
役
員

麹
町
二
丁
目
町
会
常
任
理
事

有

楽

町

町

会

理

事

飯
田
橋
町
会
副
会
長

富
士
見
一
丁
目
町
会
青
少
年
部
長

九
段
四
丁
目
町
会
厚
生
部
長

九
段
二
丁
目
町
会
婦
人
防
災
部
長

飯
田
橋
町
会
総
務
部
長

九
段
南
北
一
丁
目
町
会
防
火
防
災
部
長

飯
田
町
町
会
副
会
長
兼
総
務
部
長

九
段
三
丁
目
町
会
会
計
監
査

富
士
見
二
丁
目
町
会
会
計
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
会
計
副
部
長

一
神
町
会
体
育
部
副
部
長

西

神

田

町

会

監

事

神
保
町
一
丁
目
町
会
子
供
会
部
部
長

西
神
田
三
丁
目
町
会
婦
人
部
長
兼
衛
生
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
体
育
副
部
長

神
保
町
一
丁
目
町
会
レ
デ
ィ
ー
ス
部
副
部
長

神
西
町
会
副
会
長
・
常
任
理
事
兼
第
一
部
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
青
少
年
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
監
事

小

野

恭

子

鈴

木

朝

雄

千

賀

重

雄

園

田

和

朗

田
　
村
　
安
佐
子

安

田

富

子

吉

岡

紀

子

青

木

康

夫

天

野

光

雄

杉

本

豊

朗

品

田

米

子

細
　
谷
　
誠
一
郎

丸

山

康

一

守

屋

秀

●

横

山

和

子

米

本

　

透

飯

村

福

二

糸

島

正

之

植
　
竹
　
　
剛

大

木

利

行

大

坂

照

子

荻

原

大

輔

織

原

律

子

上

島

誠

一

小

林

　

晃

鈴

木

　

寛

鈴

木

宏

昌

竹

本

　

孝

神
保
町
一
丁
目
町
会
青
年
部
長

神
保
町
一
丁
目
北
部
町
会
保
健
衛
生
部
部
長

一
神
町
会
会
計
副
部
長

西
神
田
町
会
総
務
副
部
長

一
神
町
会
文
化
部
副
部
長

内
神
田
旭
町
々
会
常
任
理
事

内
神
田
鎌
倉
町
会
文
化
部
長

錦
町
一
丁
目
町
会
副
会
長

司

一

町

会

会

長

小
川
町
三
丁
目
西
町
会
青
年
部
長

多
町
一
丁
目
町
会
副
会
長

司
一
町
会
常
任
理
事

司
町
二
丁
目
町
会
副
会
長

多
町
一
丁
目
町
会
婦
人
部
長

司
一
町
会
会
計
監
査

内
神
田
旭
町
々
会
常
任
理
事

神
田
旅
籠
町
会
町
会
長

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会
青
年
部
長

外
神
田
二
丁
目
松
住
町
会
婦
人
部
会
計

外
神
田
三
丁
目
末
広
町
会
防
犯
部
長

神
田
旅
籠
町
会
交
通
部
長

外
神
田
四
丁
目
田
代
会
防
災
防
犯
部
長

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会
会
計
監
査

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会
会
計
監
査

外
神
田
三
丁
目
末
広
町
会
会
計
監
査

須
田
町
一
丁
目
南
部
町
会
副
会
長

須
田
町
中
部
町
会
婦
人
部
副
部
長

外
神
田
二
丁
目
松
住
町
会
青
年
部
副
部
長

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会
会
計

外
神
田
一
丁
目
万
世
橋
町
会
会
計

土

島

豊

裕

永

山

　

徹

前

田

惠

子

松
　
村
　
伊
都
子

山

本

　

實

石

井

誠

二

伊

藤

英

雄

滝

本

清

志

谷

合

誠

司

谷

川

宏

一

中

野

庄

一

沼

田

幸

夫

堀

井

　

進

松
　
井
　
三
津
子

山

田

壽

三

吉

田

貞

治

青
　
柳
　
乾
太
郎

市

川

英

男

伊

藤

京

子

岡
　
山
　
協
三
郎

角

田

一

郎

唐
　
澤
　
俊
一
郎

河

合

　

洋

小

池

一

義

佐

竹

信

孝

佐

藤

洋

二

鈴

木

壽

子

鈴

木

通

人

染

谷

　

茂

染

谷

俊

夫

須
田
町
中
部
町
会
監
事

神
台
会
子
供
会
々
長

神
田
五
軒
町
々
会
副
会
長

外
神
田
四
丁
目
松
富
会
会
計

神
田
同
朋
町
会
監
事

外
神
田
四
丁
目
田
代
会
婦
人
部
長

須
田
町
北
部
町
会
会
計

外
神
田
三
丁
目
金
沢
会
監
査

須
田
町
北
部
町
会
常
任
幹
事

東
神
田
三
丁
目
町
会
副
会
長

東
神
田
三
丁
目
町
会
文
化
部
長

東
神
田
町
会
保
健
衛
生
部
長

神
田
松
枝
町
会
副
会
長
・
第
一
部
長

東
神
田
町
会
副
会
長

北
乗
物
町
町
会
防
犯
部
長

岩
本
町
三
丁
目
町
会
総
務
部
長

鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
環
境
美
化
部
長

神
田
松
枝
町
会
第
五
部
長

神
田
松
枝
町
会
副
会
長

神
田
松
枝
町
会
副
会
長
・
第
四
部
長

富
山
町
町
会
副
会
長
・
総
務
部
長

神
田
東
紺
町
会
防
犯
部
長

東
神
田
三
丁
目
町
会
厚
生
部
長

神
田
東
紺
町
会
副
会
長

昭

和

町

会

副

会

長

東
松
下
町
町
会
副
会
長

岩
本
町
東
神
田
町
会
連
合
会
会
長

東
神
田
町
会
副
会
長

東
神
田
豊
島
町
会
防
災
部
長

鍛
冶
町
二
丁
目
町
会
副
会
長

神
田
東
紺
町
会
交
通
部
長

昭

和

町

会

会

長

岩
本
町
三
丁
目
町
会
防
犯
部
長

岩
本
町
三
丁
目
町
会
会
長

神
田
佐
久
間
町
一
丁
目
町
会
厚
生
部
長

紺
屋
町
南
町
会
保
健
衛
生
部
長

神
田
東
紺
町
会
副
会
長

神
田
東
紺
町
会
防
災
部
長

神
田
東
紺
町
会
厚
生
部
長

東
神
田
三
丁
目
町
会
副
会
長

岩
本
町
三
丁
目
町
会
青
年
部
長

東
神
田
三
丁
目
町
会
副
会
長

東
神
田
三
丁
目
町
会
交
通
部
長

神
田
和
泉
町
町
会
副
会
長

鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
交
通
部
長

神
田
佐
久
間
町
一
丁
目
町
会
婦
人
部
長

神
田
佐
久
二
平
河
町
会
庶
務

高

木

　

久

田
　
中
　
真
希
子

平

野

幸

子

松

坂

俊

一

松

沢

　

勇

村
　
田
　
佐
知
子

山
　
田
　
皓
　
次

吉

村

　

憬

吉

村

章

二

青

木

方

子

青

嶋

　

勇

赤

塚

嘉

明

五
十
嵐
　
恒
　
夫

上

田

龍

夫

大

竹

正

昭

小

沢

正

治

小

沢

正

長

加

藤

恭

助

金

澤

　

巖

川

原

清

重

北

川

高

雄

北

村

隆

男

倉

嶋

政

男

黒

田

秀

子

小

林

克

三

小
　
林
　
東
太
郎

酒

井

輝

夫

鈴

木

正

道

袖

山

芳

一

●

野

登

喜

●

橋

一

夫

瀧

口

晶

雄

田

中

克

芳

都

築

廣

文

中

島

道

明

中
　
村
　
フ
サ
子

野
　
村
　
幸
太
郎

福
　
永
　
安
三
郎

福

本

徳

三

伯
耆
原
　
正
　
章

堀

江

　

剛

松

澤

保

夫

三
田
村
　
　
　
弘

宮

沢

敬

則

茂

木

完

一

若

林

和

子

渡
　
辺
　
　
　
徹

麹
町
中
学
校
学
校
医

和
泉
小
学
校
学
校
歯
科
医

富
士
見
小
学
校
学
校
医

千
代
田
幼
稚
園
幼
稚
園
医

昌
平
小
学
校
学
校
医

和
泉
小
学
校
学
校
医

千
代
田
区
水
泳
連
盟
常
任
理
事

千
代
田
区
柔
道
会
副
会
長

千
代
田
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
体
育
指
導
委
員

千
代
田
区
水
泳
連
盟
副
会
長

千
代
田
区
陸
上
競
技
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
少
年
野
球
連
盟
常
任
理
事

千
代
田
区
体
育
指
導
委
員

千
代
田
区
テ
ニ
ス
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
狩
猟
連
盟
理
事

千
代
田
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
常
任
理
事

千
代
田
区
軟
式
野
球
連
盟
理
事

千
代
田
区
弓
道
連
盟
理
事

千
代
田
区
文
化
芸
術
協
会
常
任
理
事

心
身
障
害
者
日
曜
青
年
教
室
常
任
講
師

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
団
役
員
（
指
導
部
長
）

千
代
田
区
海
洋
少
年
団
幹
部
指
導
者

千
代
田
区
少
年
少
女
団
体
指
導
者
連
絡
協
議
会
監
事

千
代
田
区
文
化
芸
術
協
会
監
事

青
少
年
委
員
会
副
会
長

青

少

年

委

員

青

少

年

委

員

青
少
年
委
員
会
　
副
会
長

青

少

年

委

員

青
少
年
委
員
会
　
会
長

青

少

年

委

員

青

少

年

委

員

千
代
田
区
文
化
財
保
護
調
査
員

千
代
田
区
文
化
財
保
護
調
査
員

千
代
田
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

千
代
田
区
文
化
財
保
護
調
査
員
副
会
長

千
代
田
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

千
代
田
区
文
化
財
保
護
調
査
員

千
代
田
区
文
化
財
保
護
審
議
会
副
会
長

ア
テ
ネ
・
フ
ラ
ン
セ
専
務
理
事

水
道
橋
西
口
西
神
田
二
丁
目
商
店
会
会
長

神
田
駅
東
口
一
番
街
商
店
会
会
長

小

川

浩

司

小

熊

朝

秀

滝
　
　
　
正
　
彦

広

川

正

泰

森
　
山
　
知
英
郎

若

倉

雅

登

漆

間

昭

恵

金

谷

　

満

齊

藤

晶

子

杉

山

大

作

鈴

木

善

雄

塚

田

正

二

坪

田

維

修

中
　
村
　
富
代
子

橋

本

広

志

濱

田

修

吾

浜

津

一

夫

平

根

知

文

守
　
屋
　
め
ぐ
み

阿
　
部
　
八
重
子

上
　
澤

篤
　
司

香
　
川
　
昭
　
男

川
　
瀬

宏
　
典

佐
　
藤

誠
太
郎

堤

美
代
子

土

門

　

奏

松

本

香

子

宮

坂

祥

一

片

岡

勝

吾

加

部

佳

子

小

山

千

恵

佐
々
木
　
達
　
裕

津
　
田
　
真
知
子

中

川

典

子

藤

原

晶

子

八

尾

規

子

千
代
田
区
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
生
活
学
校

伊

田

隆

三

小

川

朝

代

小

林

　

忠

●

柳
　
信
三
郎

谷

川

章

雄

萩

原

尚

弘

吉
　
原
　
健
一
郎

松
　
本
　
の
ゑ
み

手
　
嶋
　
　
　
敏

板
　
倉
　
一
　
典

神
田
駅
前
商
店
会
会
長

出
世
不
動
通
り
商
店
会
会
長

帝
国
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
東
京
テ
ナ
ン
ト
会
会
長

神
田
白
山
通
り
西
神
田
通
り
会
会
長

神
田
す
ず
ら
ん
通
り
商
店
街
振
興
組
合
常
任
理
事

千
代
田
区
観
光
協
会
監
事

和

泉

橋

菊

寿

会

理

事

青
少
年
対
策
神
田
地
区
委
員
会
委
員

保

護

司

万

世

呉

竹

会

理

事

保

護

司

神
保
町
地
区
長
寿
会
会
長

民

生

・

児

童

委

員

麹
町
長
寿
会
監
査
役

万

世

呉

竹

会

理

事

神
保
町
地
区
長
寿
会
役
員

神
保
町
地
区
長
寿
会
役
員

神
保
町
地
区
長
寿
会
役
員

保

護

司

民

生

・

児

童

委

員

青
少
年
対
策
麹
町
地
区
委
員
会
　
副
会
長

（
社
千
代
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

民

生

・

児

童

委

員

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

富
士
見
地
区
富
久
寿
会
常
任
理
事

（
社
千
代
田
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事

町

会

自

治

会

自

治

会

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

投

票

立

会

人

投

票

立

会

人

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

投

票

立

会

人

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

投

票

立

会

人

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

岩
　
崎
　
芳
　
彦

土

井

新

三

福

家

達

二

三

澤

真

一

大

野

定

義

中
　
冨
　
貴
　
仁

縣
　
　
　
安
　
子

岩

崎

與

士

小
笠
原
　
　
　
正

小
　
川
　
八
重
子

影

山

純

子

影
　
山
　
彦
太
郎

河

西

美

咲

川

口

ヨ

シ

小

林

俊

子

佐

伯

幸

子

鈴

木

テ

ル

●

澤

し

げ

●

柳

眞

忠

東
　
郷
　
實
枝
子

中
　
村
　
か
お
る

仁

藤

妙

子

丸

岡

純

子

宮

田

京

子

向

山

育

子

若

狭

弘

子

渡

辺

栄

一

千
代
田
神
田
麻
雀
組
合

東
京
都
助
産
師
会
館

北

の

丸

町

会

最
高
裁
判
所
一
番
町
宿
舎

メ
ゾ
ン
三
番
町
自
治
会

内

田

昭

子

岡

田

京

子

奥

津

佳

子

加

賀

京

子

小
　
林
　
と
よ
子

杉

田

宗

一

●

津

八

重

橘

五
　
郎

田

村

孝

子

坪

井

康

子

中
　
津
　
阿
優
美

中
　
村
　
三
千
代

平
　
川
　
レ

子

細

内

　

進

峯

尾

節

子

室
　
橋
　
美
津
子

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

千
代
田
区
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

統

計

調

査

員

千
代
田
区
建
築
審
査
会
委
員

千
代
田
区
建
築
審
査
会
委
員

千
代
田
区
建
築
審
査
会
会
長
職
務
代
理

社
団
法
人
神
田
青
色
申
告
会
理
事

東
京
中
央
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合
地
区
委
員

麹
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
常
務
理
事

神
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
理
事

東
京
税
理
士
会
麹
町
支
部
監
事

東
京
税
理
士
会
神
田
支
部
副
支
部
長

東
京
中
央
た
ば
こ
商
業
協
同
組
合
常
務
理
事

麹
町
青
色
申
告
会
常
任
理
事

千
代
田
区
医
師
会
理
事

千
代
田
区
歯
科
医
師
会
理
事

保

健

衛

生

協

力

医

千
代
田
区
医
師
会
理
事

保

健

衛

生

協

力

医

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
認
定
審
査
会
委
員

丸
の
内
歯
科
医
師
会
理
事

千
代
田
区
環
境
衛
生
協
会
副
会
長

千
代
田
食
品
衛
生
協
会
常
任
理
事

健

康

づ

く

り

協

力

者

千
代
田
区
公
害
健
康
被
害
診
療
報
酬
審
査
会
委
員

神
田
消
防
団
　
班
長

丸
の
内
消
防
団
　
部
長

神
田
消
防
団
　
班
長

丸
の
内
消
防
団
　
部
長

麹
町
消
防
団
　
部
長

麹
町
消
防
団
　
団
員

麹
町
消
防
団
　
部
長

麹
町
消
防
団
　
分
団
長

神
田
消
防
団
　
班
長

神
田
消
防
団
　
班
長

丸
の
内
消
防
団
　
団
長

丸
の
内
消
防
団
　
部
長

丸
の
内
消
防
団
　
副
団
長

神
田
消
防
団
　
班
長

神
田
消
防
団
　
班
長

神
田
消
防
団
　
班
長

神
田
消
防
団
　
班
長

丸
の
内
消
防
団
　
部
長

景
観
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員

都

市

計

画

審

議

会

委

員

景
観
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
　
会
長

景
観
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
委
員

千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
審
査
会
委
員

山

田

作

藏

吉

田

み

よ

新

田

智

子

関

　

智

文

畠

山

正

誠

林

　

延

行

青

山

英

一

赤

城

知

子

安

達

保

俊

久

郷

博

明

倉

若

　

弘

椎

名

康

雄

水
　
野
　
都
久
雄

森

下

博

美

泉
　
田

秀
　
輝

加
賀
山
　
義
　
雄

中
　
原

静
　
香

灰
　
田

公
　
彦

林

し
お
り

林

　

永

信

藤
　
野
　
一
　
博

藤
　
原
　
義
　
信

宮
　
下
　
良
　
夫

八

木

恵

米

川

潔

岡
　
村
　
五
十
鈴

大
和
田
　
忠
　
雄

北

清

友

則

黒

木

　

孝

近

藤

壽

男

酒
　
井
　
知
江
子

鈴

木

　

裕

高

橋

安

次

田

中

精

一

田

中

秀

樹

中

川

洋

夫

夏

井

健

治

古

屋

俊

晴

松
　
井
　
忠
三
郎

山

本

展

子

吉

川

正

守

渡

辺

順

子

渡

辺

良

造

伊
　
東
　
　
　
孝

鳥

井

啓

子

西

村

幸

夫

樋

渡

達

也

山
　
本
　
　
　
坦

町
会
自
治
功
労
者

教
育
文
化
功
労
者

●
学
校
保
健
衛
生

●
社
会
体
育

●
社
会
教
育

●
文
化
事
業

●
私
学
振
興

社
会
福
祉
功
労
者

商
工
観
光
功
労
者

生
活
環
境
功
労
者

事
務
事
業
協
力
功
労
者

納
税
功
労
者

地
域
防
災
・
防
犯
功
労
者

街
づ
く
り
功
労
者

（社）

※
肩
書
き
は「
麹
」→

「
麹
」で
表
示
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟
千
代

田
第
１
団

カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
隊
隊
長

保
健
衛
生
功
労
者

神
西
町
会
副
会
長
・
常
任
理
事
第

五
部
部
長
兼
防
犯
・
防
災
部
長

神
西
町
会
副
会
長
・
常
任
理
事

第
二
部
部
長
兼
交
通
部
長

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
東
京
連
盟

千
代
田
第
６
団
ベ
ン
チ
ャ
ー
隊
副
長

千
代
田
区
少
年
少
女
団
体
指
導
者

連

絡

協

議

会

運

営

委

員

（財）ラ
イ
オ
ン
ズ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
半
蔵
門
管
理
組
合

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
一

番
町
第
２
管
理
組
合
法
人

■
３
月
末
ま
で
利
用
を
制
限

区
立
図
書
館（
室
）は
、
蔵
書
管
理

シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
特
別
整
理
の
た

め
、
休
館
ま
た
は
閲
覧
席
の
利
用
等

に
限
定
し
て
い
ま
す
＝
左
図
表
参

照
＝
。
貸
出
し
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
返

却
は
で
き
ま
せ
ん
。
Ｍ
Ｉ
Ｗ

ミ

ュ

ウ

情
報
ラ

イ
ブ
ラ
リ
の
貸
出
し
は
所
蔵
資
料
の

み
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
は
な
し
会
の
日
程
が
変
更

千
代
田
図
書
館
で
毎
月
開
催
し
て

い
る
お
は
な
し
会
の
日
程
が
変
わ
り

ま
す
。

▼
４
月
か
ら
の
日
程

・
毎
月
第
３
木
曜
１１
時
〜
（
乳
幼
児

向
け
）

・
毎
月
第
３
土
曜
１５
時
〜
（
幼
児
以

上
向
け
）

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

休館日館　名 閲覧席（室）のみ利用できる日

千代田図書館　
1５２１１－４２８９

昌平まちかど図書館
1３２５１－５６４１

神田まちかど図書館
1３２５６－６０６１

四番町図書館
1３２３９－６３５７

四番町歴史民俗資料館
1３２３８－１１３９

ちよだパークサイド
プラザ区民図書室
1３８６４－８９３１

３月２５日（火）～３１日（月）
１０時～１７時

３月２８日（金）～３１日（月）
１０時～１７時

３月２５日（火）～３１日（月）
１０時～１７時

展示資料の観覧のみ可
１０時～１７時

３月２８日（金）～３１日（月）

※インターネット予約と千代田Ｗｅｂ図書館は、４月１日（火）６時まで利用
　できません。
※千代田図書館の研修室（有料）は３月２３日（日）を除き１０時～１７時の
　間利用できます。

３月２４日（月）まで

３月２４日（月）まで

３月２７日（木）まで

３月２７日（木）まで

■
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者

医
療
、
国
民
年
金
は
「
保
険
年

金
課
」に

税
務
保
険
年
金
課
は「
税
務
課
」

と「
保
険
年
金
課
」に
な
り
ま
す
。

■
地
球
温
暖
化
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
、
環
境
・
公
害
対
策
は

「
環
境
・
温
暖
化
対
策
課
」
に

環
境
対
策
の
総
合
的
な
窓
口
に

な
り
ま
す
。

■
ご
み
処
理
券
業
務
は
千
代
田
清

掃
事
務
所
へ

ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る

業
務
を
一
括
し
て
取
り
扱
い
ま

す
。

問
合
せ

総
務
課

1
５
２
１
１
―
４
１
３
４

４
月
か
ら
区
の
業
務
の

取
扱
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

（社）



No. 1228 20.3.20（6）区役所の代表電話　3264ー2111

▲昔遊び（千代田幼稚園）

会　　場 と　　　き 毎週 

いきいきプラザ一番町（一番町１２） 

岩本町ほほえみプラザ（岩本町２－１５－３） 

高齢者センター（神田神保町２－２０） 

かんだ連雀（神田淡路町２－８－１） 

神田公園区民館（神田司町２－２） 

神田児童館(外神田３－４－７昌平童夢館５階)

４/１・８・１５・２２ 午前１０時～正午 

４/７・１４・２１・２８ 午前１０時～正午 

４/２・９・１６・２３・３０  午前１０時～正午 

 
４/２・９・１６・２３・３０ 午後1時３０分～３時３０分 
４/１７・２４ 午前１０時～正午 
３/２７・４/３・１０ 午前１０時～正午 
４/３・１０・１７・２４ 午後1時３０分～３時３０分 

４/７・１４・２１・２８ 午後２時～４時 

４/１・８・１５・２２ 午後1時３０分～３時３０分 

富士見区民館 （富士見１－６－７） 
かんだ連雀 （神田淡路町２－８－１） 

　町区民館 （　町２－８） 火 

火 

水 

水 

木 
木 
木 

月 

月 

高齢介護課介護予防係 
1５２１１－４２２２ 
※当日直接会場へ。 

シルバートレーニングスタジオ 

 

 

 

※ 

※神田児童館から変更になりました。 

千代田 
保健所 

　　町 
庁　舎 

 

保健ガイド（予約制） 
 と　　き 実施場所 

 

 

 事 業 名 ・ 対 象 な ど  

 
　 
 

 

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０ 
問合せ 

４/４（金）・１１（金）・１８（金）・２５（金） 
午前９時３０分～午後２時３０分 
 

４/９（水）・１６（水）・２３（水）・３０（水） 
午前９時３０分～１１時 
午後１時３０分～３時 
 

一般精神デイケア  
　区内在住で心の病気のある方 

心の相談室（認知症相談を含む）  
　心に不安を抱える方や物忘れで 
　お悩みの方 

機能訓練  
　要介護認定を受けていない２０歳 
　以上（※）の区内在住で身体の機 
　能維持・回復を必要としている方 

４/３（木）・１７（木） 
午後１時３０分～３時３０分 

 

難病リハビリ教室（相談・指導） ４/２３（水）午後１時３０分～３時 

在宅療養者訪問指導 
（保健師・理学療法士） 随時実施 

※対象年齢を拡大しました。 

とき・会場・科目など 下表のと
おり
対象 ６０歳以上の区内在住者
申込み ３月２８日（金）までに直接ま
たは往復ハガキ（９面参照）に希望

科目（いくつでも可）を記入し高齢
者センター（〒１０１－００５１神田神
保町２－２０1３２６５－３９８1）へ。
※初参加者を優先し申込み多数の
場合は、抽選になります。

高齢者センター春の講習会

科　目 開講日 時　間 費用 回数 定員 開始日 

 

は じ め て の  
韓 国 語  

火曜 

木曜 

木曜 

月曜 

木曜 

午前１０時 
　　　～１１時 

午前１０時３０分 
　　　　～正午 

午後０時３０分～ 
　　　３時３０分 

午後２時３０分 
　　～４時３０分 

午前１０時 
　　　～正午 

午前９時 
　　～午後４時 

４月１１日 
 
 

第２・４ 
金曜 

第３・４ 
土曜 

４月１７日 
 

５月２０日 
 
 

６月５日 
 
 

５月１７日 
 
 

土曜 午前１０時３０分 
　　　　～正午 

４月２４日 
 
 ５月１２日 
 
 ミュージックベル 

入 門  

た の し い  
朗 読  

野草と木の花探検 
（国立自然教育園） 

初 心 者  
パ ソ コ ン 教 室  

野草と木の花探検 
（神代植物公園） 

１２ 
回 

６ 
回 

８ 
回 

１０ 
名 

１５ 
名 

１５ 
名 

１５ 
名 

１５ 
名 

８ 
回 

６ 
回 

６ 
回 

 

金曜 
午前１０時 
　　～１１時３０分 ４月１１日 

 
日 本 文 学  ８ 

回 
５０ 
名 ５００円 

２,０００円 

１,５００円 

１００円 

２０ 
名 

１ 
回 ３５０円 

２００円 

１,５００円 

２０ 
名 

１ 
回 ３５０円 

 

  

１５ 
名 

３ 
回 火曜 

午前９時３０分 
　 ～１１時３０分 ４月８日 

 
 

ノ ル デ ィ ッ ク  
ウ ォ ー キ ン グ  
（ 北 の 丸 公 園 ） 

（和泉橋区民館） 

（神保町区民館） 

（NTT上野ビル） 

木曜 午前１０時３０分 
　　　　～正午 

６月１２日 
 

作 り 帯  ２ 
回 

１０ 
名 ５００円 

７００円 
（各回） 

６００円 
（各回） 

午後３時３０分 
　　～６時３０分 ４月１９日 

 
 

１２ 
名 

男 の 料 理 教 室  

※（　）書きの会場表記のないものは、高齢者センターで行います。 

自 彊 術  
じ きょう じゅつ 

ンター　　1５２８２－３７２１
6５２８２－３７２０
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｓｊｃ.ｎｅ.ｊｐ/
ｃｈｉｙｏｄａｋｕ/ｉｎｄｅｘ.ｈｔｍ

４月から、福祉タクシー券と自
動車燃料費助成の上限月額を３,５５０
円に増額します。
対象 身体障害者手帳下肢・体幹・
内部障害１～３級、上肢・視覚障
害１・２級の方、愛の手帳１・２度の
方、脳性麻痺、進行性筋萎縮症、
難病患者の方
福祉タクシー券と自動車燃料費

助成は同時に受けることはできま
せん。詳しくは、お問い合わせく
ださい。
問合せ 生活福祉課障害者福祉係

1５２１１－４２１４
6３２６４－０９２７

シルバー人材センター
会員を募集

西神田公園と東郷公園内に設置
した介護予防健康遊具を使って、
健康づくりをしてみませんか。お
子さん連れの参加者には「元気印
とんぼくん」（紙製の組立式竹とん
ぼ）を差し上げます。

とき・会場 ３月２５日（火）西神田公
園（西神田２－３－１１）、集合＝神保
町区民館（神田神保町２－４０）／
３月２７日（木）東郷公園（三番町１８）、
集合＝四番町集会室（四番町１１）

―いずれも―
時間 午後１時３０分～３時３０分
対象 どなたでも参加できます。
※運動のできる靴・服装でおいで
ください。水とう（ペットボトル
等の水やお茶）、タオルをお持ち
ください。
問合せ 高齢介護課介護予防係

1５２１１－４２２２

介護予防公園 体力アップ教室

区内高齢者の演芸やゲストのス
テージなど、楽しい催しです。
とき ３月２９日（土）午後１時～３時
（開場正午）
会場 共立講堂（一ツ橋２－２－
１）
対象 長寿会会員・高齢者センタ
ー利用者・６０歳以上の区内在住者
内容 演芸＝各地区長寿会、演
技＝共立女子大学チアリーダー

部、演奏＝明治大学マンドリン
クラブ、司会＝三遊亭きん歌さん
（落語家）
申込み 直接高齢者センター（神
田神保町２－２０1３２６５－
３９８１）へ。
※長寿会会員は各長寿会担当者へ。
※長寿会会員以外で、おみやげを
希望する方は、おみやげ代（２００
円）が必要です。

■平成20年度の年金額
平成１９年度と同額です。
老齢基礎年金額 ７９２,１００円
障害基礎年金額 １級＝９９０,１００円

／２級＝７９２,１００円
■60歳以降も加入できます
６０歳になったときに未加入期間や
保険料の未納があると、年金が受

給できなかったり、満額にならな
かったりします。このような場合、
６５歳になる月の前月まで国民年金
に任意加入し保険料を納めること
ができます。
また、昭和４０年４月１日以前生ま

れの方は、７０歳になる月の前月まで
の間で年金を受けられる加入期間
を満たすまで、任意で加入するこ
とができます。
問合せ 年金額＝千代田社会保険
事務所　　1３２６５－４３８５
年金の加入＝税務保険年金課国
民年金係　1５２１１－４２０２
千代田社会保険事務所

1３２６５－４３８６

シルバー人材センターは公的な
団体です。いきいきとした生涯現
役を希望する皆さん、会員になり
ませんか。
対象 健康で働く意欲のあるおお
むね６０歳以上の区内在住者
会費 ３,０００円（年間）
仕事の内容 パソコン入力、施設
などの受付・管理、公園やビルの
清掃、学童の見守り、家事援助、
ふすまや障子の張替え等
■入会説明会
とき 毎週火曜午後２時～
会場 シルバー人材センター（西
神田１－３－４）
■オフィスの皆さんへ
短時間・短期間の仕事など何で

も結構です。当センターが責任を
持って請け負いますので、お気軽
にご連絡ください。
問合せ 千代田区シルバー人材セ

福祉芸能大会

▲昨年の様子

国民年金

福祉タクシー券・自動車燃料
費助成　限度額を改定



４月から医療保険制度が改正さ
れます。これにあわせて、毎年７
月に送っている国民健康保険高齢
受給者証を３月中に送ります。ま
た、現在６５歳～７４歳で退職者医療
被保険者証をお持ちの方は、一般
被保険者証に切り替わりますので、
こちらも３月中に送ります。
■75歳以上のはり・きゅう・マッ
サージ利用は
７５歳以上の方のはり・きゅう・マ
ッサージの利用補助は区独自で実
施します。申請は５月から受け付
けます。利用券の交付は５月以降
になります。

問合せ 税務保険年金課国民健康
保険係　　1５２１１－４２０４

６５歳以上の高
齢者がいる世帯
へ平成２０年度版
「高齢者サービス
のしおり｣を３月
下旬にお届けし
ます。相談窓口
の紹介や高齢者
の方々へのさまざまなサービスな
どを掲載しています。ご活用くだ
さい。
問合せ 高齢介護課管理係

1５２１１－４２２３

４月１日から母子健康手帳の交付時
に渡す妊婦健康診査受診票を２枚から
５枚に増やし、超音波検査を年齢に関
係なく１回受けられるようにします。
また、誕生準備手当の額を３０,０００円

から４５,０００円に増額し、出産前でも申
請できるようにします。３月３１日まで
に出産した方は、今までどおり月額
５,０００円（上限額３０,０００円）の受給にな
ります。
詳しくは、お問い合わせください。
妊婦健康診査受診票＝健康推進課保

健予防係　　　　　 1３２９１－３６５４
誕生準備手当＝こども支援課手当・

医療係　　　　　　 1５２１１－４２３０

４月から九段中等教育学校後期課程
（高校相当）の授業料が、年額１１８,８００円
になります。
４月以降に後期課程に進級する生徒

が対象です。現在後期課程に在学中の
新５年生は、卒業するまで現行の
１１５,２００円です。
こども総務課　　　 1５２１１－４２７３

４月～平成２１年３月の毎月第２・３土
曜１０時～１１時３０分、外濠公園テニス
コート（五番町先）、区内在住・在学の
小学校４～６年生３６名（申込順）、費
用＝１単位（３か月）３,０００円で年間３単
位、指導＝千代田区テニス協会、３月
３０日（日）（必着）までに所定の申込書
（スポーツセンターで配布）を郵送で千
代田区テニス協会・安田（〒１０１－００４７
内神田２－１２－１２1３２５５－５３５３6

３２５２－４３８５）へ。
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▲元Jリーガー小倉選手と（番町小学校）

４月から妊婦健康診査の
公費負担を拡充

４/１０（木）１４時３０分～１５時

４/３（木）１０時～１１時３０分

 

健康ちぇっく（予約制）
 と　　き 実施場所 事 業 名 ・ 対 象 な ど

４/２（水）・９（水）・１６（水）
１３時３０分～１６時

４/３（木）１３時～１６時
４/１７（木）９時～１１時

４/９（水）１３時～１６時
４/３０（水）９時～１１時

随時受付　９時～１７時

　

アレルギー相談（０～１５歳）

ビーバー教室
　区内在住の１２か月児とその保護者
　離乳完了期のお口の機能に合わせた食
　べ方やむし歯予防のポイント

歯科保健相談（歯科健診）
　区内在住の乳幼児・学童・妊産婦の方
　歯科健診やむし歯予防のための処置を
　行います。

栄養相談
　生活習慣病の予防と改善、離乳食など
　食事に関する相談

まま・ぱぱ学級
　主に初妊婦とその家族

千代田
保健所

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０
問合せ

　　町
庁　舎

掲載した写真を差し上げます。詳しくは、広報広聴課へ。

高齢者へのサービスや
相談窓口を紹介

佐々木内科クリニック ３２６４－３６３５ 　町４－４－６　　町四丁目小倉ビル２F

　 町 ク リ ニ ッ ク

半 蔵 門 病 院

３２３８－７６５４

３２３９－３３５５

　町３－４－７　啓ビル５F

佐々木内科クリニック ３２６４－３６３５ 　町４－４－６　　町四丁目小倉ビル２F

　町１－１０－５

春 原 歯 科 医 院 ３２６１－２５６５ 神田神保町３－９－２　

千代田歯科クリニック ３２５４－８１４０ 内神田３－２１－６　村越ビル２F

滝川歯科クリニック ３２９３－７４７１ 神田美土代町１１－２　第１東英ビル３F

武 内 歯 科 医 院 ３２９２－８２７９ 神田小川町３－１－２　

田辺歯科クリニック ３２６１－５６８５ 三崎町２－２１－１０　渡辺ビル２F

小 池 内 科 ３２６５－０２０３ 富士見２－１３－１６　上田ビル

4月の休日応急診療当番医等

＊受診するときは、あらかじめ電話でお問い合わせください。 ＊健康保険証を必ずお持ちください。

診療時間：午前９時～午後１０時■内科・小児科■

■歯科■ 診療時間：午前９時～午後５時

■調剤薬局■ 営業時間：午前９時～午後５時

●消防署病院案内（24時間）
　丸の内　3215－0119　　　町　3264－0119　　神田　3257－0119

●医療機関案内サービス「ひまわり」（24時間） 5272－0303
 http://www.himawari.metro.tokyo.jp

●消防庁救急・相談センター（24時間）1♯7119（ダイヤル回線からは13212－2323）

１１日１３

１１日６

１１日

１１日

６

６

２０日

１３日

１３日

２７日

２７日

２０日

２０日

２９日

２９日

２７日

２９日

コトブ キ 調 剤 薬 局 ３２９１－０３８０ 神田駿河台２－１０－１

キ ク 調 剤 薬 局 ３２９３－２３９７ 神田駿河台２－２－２９　鎌倉ビル１F

ゆりの木薬局お茶の水店 ５２８２－８１１３ 神田駿河台２－１０－２

お茶の水調剤薬局本店 ３２９５－８６４３ 神田駿河台２－２－５　井口ビル１･２F

お茶の水調剤薬局本店 ３２９５－８６４３ 神田駿河台２－２－５　井口ビル１･２F

休
日
診
療
案
内
等

■平日準夜間の小児科診療（月～金曜19時～22時、 中学生以下）
　ちよだこども救急室・駿河台日本大学病院（13293－1711神田駿河台1－8－13）　

７０歳～７４歳の方に
高齢受給者証を送付

3月まで加入していた保険

国民健康保険・国民健康保険組合

被用者保険（※１）の本人

被用者保険の被扶養者（※２）

特別徴収（※３） ４月～

７月～

１０月～

普通徴収（※４）

普通徴収（※４）

普通徴収（※４）

徴収方法 徴収開始時期

※１政府管掌の健康保険・各組合の健康保険・共済組合など※２サラリーマンの妻など※３次
のすべてを満たす方は、年金から天引きされます。①年金額が１８万円以上②介護保険料と
の合計額が年金受給額の２分の１を超えない※４特別徴収されない場合で、納付書や口座振
替で納めます。 

新しい後期高齢者医療被保険者証は３月中に送ります。

４月から７５歳以上（一定の障害が
ある場合は６５歳以上）の方は後期高
齢者医療制度に加入することにな
ります。これにあわせて、保険料
を下表の時期から徴収します。今

まで加入していた医療保険によっ
て、徴収開始時期が異なりますの
で、ご注意ください。
問合せ 税務保険年金課高齢者医
療係　　　1５２１１－４２０６

後期高齢者医療保険料の徴収を開始

「情報ひろば」は文部科学省の今
と昔をテーマにした展示・イベント
空間として、３月２６日（水）にオープ
ンします。昭和８年の創建時の姿に
復元した旧大臣室、教育や科学技術
の歴史、トップアスリートの競技記
録、文化庁所蔵の美術品や文化財の
模型などを楽しめます。お子さんや
教員を目指す学生など、どなたでも
入場できます。
開館時間 １０時～１８時（入館は１７
時３０分まで）
休館日 土・日・祝日
入館料 無料
所在地 霞が関３－２－２旧文部省
庁舎内

問合せ 文部科学省総務課広報室
1５２５３－４１１１（内線２１７０）

http：//www.mext.go.jp/joho-
hiroba/index.htm

▲旧大臣室 ▲過去と現在の小学生体力くらべ

文部科学省「情報ひろば」オープン３月２６
日

ジュニアテニスクラブ会員募集

九段中等教育学校　授業料の改定

１１５,２００円です。
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４/７（月）１３時１５分～１４時３０分 
４/２３（水）８時４５分～１０時 
 

 

 

 健康チェック（予約制） 
 と　　き  事 業 名 ・ 対 象 な ど  

心の相談　心の問題で悩んでいる方 

成人健康相談　 
　 

　細菌検査（赤痢・腸チフス・パラチフス・サ 
ルモネラ・O１５７の健康管理検便） 
　区内在住・在勤・在学者 
・予約不要（事前に採便管を取りに来てください） 

エイズ・性感染症（梅毒・クラミジア・淋菌） 
相談・検査 

４/２１（月）９時～１６時 

肝炎ウイルス検査　 
　区内在住で過去に肝炎ウイルス検査を 
　受けていない方 

生活習慣病予防相談（栄養・運動・その他）　 
　区内在住で２０歳以上の方 
・血管年齢を測定します。 

４/７（月）１３時３０分～１４時３０分 
４/２３（水）９時～１０時 
 

４/７（月）１３時３０分～１４時３０分 
４/２３（水）９時～１０時 
 
４/４（金）９時～９時３０分 

４/４（金） ・１１（金）  ・１８（金）・２５（金） 
１３時～１６時 
 

４/３（木）・１７（木）１３時３０分～１５時３０分 
 

 
　 
 

若年節目健診（　　　　　　　若葉）

　区内在住で２０・２５・３０・３５歳になる方 
・血液検査・骨密度測定等の健康診査の 
　ほか、栄養・保健指導などを行います。 
　 

 
 

千代田 
保健所 

千代田保健所  1３２９１－３６４１　6３２９１－３６５０ 

 

　区内在住で１６歳以上の方 
・血液・骨密度等の健診を有料で行います。
　なお、身体計測は無料。診断書の発行
　はしません。 

実施場所 

往復ハガキで、
４/１０（木）～２０（日）
（消印有効）

往復ハガキで、
４/１（火）～２０（日）
（必着）

所定の用紙で、
４/１（火）～２０（日）
（必着）

6月のスポーツ施設の利用申込み スポーツセンターのみ７月分

※１　往復ハガキ（９面参照）で九段生涯学習館（〒１０２－００７４九段南１－５－１０）へ。
※２　外濠公園の空き状況は外濠公園管理事務所へお問い合わせください。
※３　外濠公園は、利用できる日でも時間帯によっては利用できない場合があります。詳しくは、お問
　　　い合わせください。
※４　往復ハガキ（９面参照）・所定の用紙をスポーツセンター（〒１０１－００４７内神田２－１－８）へ。
※５　スポーツセンターは団体利用・個人利用の区別があります。詳しくは、お問い合わせください。

外 濠 公 園

スポーツセンター

花 小 金 井 運 動
施 設（ 野 球 ）

施　設　名 申込期間 抽選 空施設受付 利用できない日

野 球

テニス

４/２５（金）

７/２１（祝）

６/１（日）
６/１５（日）

九段生涯
学 習 館

５/１（木）
スポーツ
センター

スポーツセンター
にお問い合わせく
ださい

 ５/２０（火）
８時３０分～
（申込順）

５/２（金）
１０時～
（申込順）

※２※１

※４

※４ ※５

※３

※３
1３３４１－１７３１

1３２５６－８４４４

＊外濠公園の利用申込みについて、ハガキに名前貸しなどの不正行為が多数出ています。
　実際に利用する方の名前で責任を持って申し込んでください。

6・7月の保養施設の利用申込み 区民商工課管理係1５２１１－４１８１

○４月１日受付分より保養施設の予約は現地のみで受け付けます。３月３１日までは今までどおり、区で受け
　付けます（箱根・湯河原は現地でも受付）。
○４月１日以降にインターネットで空室状況の確認や予約をする場合は〔千代田区ホームページ→施設案内
　→家族やグループ旅行に→各施設ホームページ〕をご覧ください。
○箱根千代田荘・湯河原千代田荘・嬬恋自然休養村は、どなたでも利用できます。
○電話での申込みは１０時３０分～１８時。フリーダイヤルは区内の固定電話からのみ通話可能です。

利用したい施設へ電話でお申し込み
ください。
・ファクシミリやインターネットでも
　申し込めますが、電話が優先です。
　確実に予約を取りたい場合は電話
　でお申し込みください。
・箱根・湯河原のインターネットの受
　付開始は左記の電話の受付開始
　のおおむね３日後になります。

その他の方は２か月前の同日の
１０時３０分～
（例：７/１９泊の場合は５/１９）

区内在住者は３か月前の同日の
１０時３０分～
（例：７/１９泊の場合は４/１９）

その他の方は２か月前の同日の
１０時３０分～
（例：６/１３泊の場合は４/１３）

区内在住者は４/１（火）１０時３０分
～

箱 根

６月の
利 用

７月の
利 用

嬬 　 恋

６/１４（土）（神田公園地区連合町会利用）・１８（水）～１９（木）、７/２３（水）～２４（木）

６/３（火）～５（木）、７/１５（火）～１７（木）

６/１０（火）～１１（水）・２４（火）～２６（木）、７/９（水）・１５（火）～１７（木）

６/４（水）・１７（火）～１９（木）、７/１０（木）～１１（金）・２２（火）～２３（水）軽 井 沢

湯 河 原

予
約
申
込
み

利
用
で
き
な
い
日

箱根千代田荘
湯河原千代田荘
嬬恋自然休養村
メレーズ軽井沢

1０４６０－８６－１１５０
1０４６５－６３－１１５３
1０２７９－９６－１２８０
1０２６７－４５－２６７６

7０１２０－０５－４１５０
7０１２０－００８－２６７
7０１２０－２６－１２８０
7０１２０－４５－２６７６

6０４６０－８６－１１５１
6０４６５－６３－３０１４
6０２７９－９６－１２８２
6０２６７－４５－０９２０

カラスはこれから繁殖期を迎え、
集積所でのごみ散乱被害も増える時
期になります。被害を防ぐためには、
カラスの食料になる生ごみを絶つこ
とが必要です。皆さんのご協力をお
願いします。
・生ごみが多いときは、ふた付き容
器に入れましょう。ごみ袋で出す
場合は、不要になった紙などで包
み、生ごみが外から見えないよう
にしましょう。
・集積所にごみを長時間置かないよ

う、集積所に表示してある時間に
合わせて出すようにしましょう。
・防鳥ネットを使用している集積所
は、ごみ袋をネットの中にしっか
り入れましょう。
■防鳥ネットの貸し出し
清掃事務所は、集積所でのごみ散

乱防止のため、防鳥ネットを貸し出
しています。希望者はお問い合わせ
ください。
千代田清掃事務所　1３２５１－０５６６

カラスからごみを守ろう

４月１日（火）以降に予約する場合
は、利用したい施設に電話・ファ
クシミリまたはインターネットで
お申し込みください。６・７月の利
用の受付開始は下図表のとおり
です（５月の利用は３月２４日（月）か
ら電話受付を開始します）。

保養施設の予約方法が変更に

4月
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

１３ １４ １５ １６ １７ １８ １９

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０

3月
日 月 火 水 木 金 土

１
２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ １０ １１ １２ １３ １４ １５
１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２
２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８ ２９
３０ ３１

■保険料の納め忘れはありませんか
平成１９年度の保険料を納め忘れてい

る方は、金融機関等で至急納めてくだ
さい。納付書が手もとになくても、税
務保険年金課（区役所２階）または出
張所で納めることができます。納付書
を紛失した場合は、再発行しますので、
ご連絡ください。
経済的理由等で納付が困難な方に

は、納付相談を行っています。保険料
を納付せず納付相談もない場合は、保
険証ではなく資格証明書（医療費はい
ったん全額自己負担）の交付になりま
すので、ご注意ください。
■会社などを退職したときは、14日
以内に届け出を
会社などを退職し、国民健康保険に

加入する場合は、１４日以内に届け出て
ください。
届け出には勤務先の健康保険をやめ

たことがわかる書類（健康保険資格喪
失証明書）が必要です。届け出が遅れ
ると、医療費が全額自己負担となり、
資格取得日までさかのぼって（最高２
年間）、保険料を納めることになりま
すので、ご注意ください。

■修学や施設入所で転出する方は手続
きを
修学等で区外に転出しても、親元の
千代田区国民健康保険に残るには届け
出が必要です。
■はり、きゅう、マッサージ等の利用
券の更新
国民健康保険に加入し、保険料に未

納がない４０歳以上の方が、はり、きゅ
う、マッサージ（保険適用を除く）の
施術を受けたときに、その利用料金の
一部を補助しています。
また、スポーツセンター等の区営プ

ールの利用補助を行っています。４月
から使用できる新しい利用券の申請を
３月２５日（火）から受け付けます。ハンコ
と保険証を持って、税務保険年金課
（区役所２階）で手続きしてください。
税務保険年金課国民健康保険係

1５２１１－４２０４

■インターネットで加入記録の確認が
できます
社会保険庁のホームページでは、年

金個人情報提供サービスを２４時間行っ
ています。確認できる情報は次のとお
りです。

国民健康保険

国民年金

①公的年金制度の加入履歴
②国民年金の保険料納付状況
③厚生年金・船員保険の標準報酬月
額、標準賞与額
※老齢年金を受けている方や共済組合
員は利用できません。
※このサービスを利用するには、あら
かじめ「ユーザーＩＤ」「パスワー
ド」の発行を受ける必要があります。
発行には２週間程度かかります。
社会保険業務センター記録提供課

1０４２２－７６－１１５５
http://www.sia.go.jp

■会社などを退職したときは変更の手
続きを
２０歳以上６０歳未満で、会社などを
退職した場合は、国民年金第２号被保

険者（厚生年金・共済組合加入者）か
ら国民年金第１号被保険者に変わりま
す。住所地の区市町村で資格取得・種
別変更手続きを行ってください。
退職後、厚生年金保険の被保険者や

共済組合加入員の被扶養配偶者（サラ
リーマンの妻など）になる方は、国民
年金第３号被保険者になります。配偶
者の勤務先で手続きしてください。
税務保険年金課国民年金係

1５２１１－４２０２
千代田社会保険事務所1３２６５－４３８６
■国民年金保険料が決まりました
平成２０年度の国民年金保険料は、

月額１４,４１０円です。通知と納付書は
４月上旬に送付します。
千代田社会保険事務所1３２６５－４３８６

▲嬬恋自然休養村
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３月２３日（日）１０時～１５時（雨天中止）、
四ツ谷駅前広場（サンサン広場）
千代田区さくらんぼの会・宮

1３２８８－３１５６

■法人事業税・法人都民税・事業所税
千代田都税事務所の所管する区は、

法人事業税と法人都民税が千代田区・
文京区、事業所税が千代田区・文京
区・北区・荒川区・足立区になりま
す。申告の相談や申告書の郵送は、新
しい所管の都税事務所で受け付けま
す。窓口での申告書の提出は、事業所
等が所在する区の都税事務所でも受け
付けます。詳しくは、お問い合わせく
ださい。
（都）主税局課税部法人課税指導課　

1５３８８－２９６２

土地・家屋価格等縦覧帳簿で、自ら
が所有する土地・家屋と同一区内の土

地・家屋の価格を比較できます。
縦覧できる方 土地・家屋の固定資産
税の納税者（平成２０年１月１日現在
の所有者）
縦覧期間 ４月１日（火）～６月３０日（月）
（土・日・祝を除く）
縦覧場所 土地・家屋の所在する区の
都税事務所
※本人であることを確認できる書類
（運転免許証・健康保険証など）を
お持ちください。代理人の場合は、
そのほかに納税者本人が署名・押印
した委任状が必要です。
千代田都税事務所　　1３２５２－７１４１

家庭法律センターの開設６周年を記
念して、講演会と法律相談会を行いま
す。
４月１２日（土）、弁護士会館（霞が関

１－１－３）
■記念講演「素敵な遺言を書きましょ
う」
１３時～１４時、定員１００名（先着順）、

講師＝志賀こず江さん（弁護士）
■相続遺言に関わる無料法律相談
１４時３０分～１６時３０分、定員６０名

（要予約・１件３０分）
※予約は４月７日（月）～４月１１日（金）９時
３０分～１６時３０分に電話で弁護士会
家庭法律相談センター（1５３１２－
５８５０）へ。

広報千代田は毎月５日と２０日に発行
し、新聞折込みで皆さんにお届けして
います。区内在住で新聞を購読してい
ない方や新聞折込みをしていない地域
（大手町・丸の内･永田町など)の方に
は無料で郵送します。希望者は、広報
広聴課（1５２１１－４１７４6３２３９－８６０４ Ｅ
chiyoda@city.chiyoda.tokyo.jp）へ。

フリーマーケット

申込書の記入例

①催しなどの名称

②郵便番号・住所

③氏名（ふりがな）

④年齢

⑤電話番号

※託児サービス（満１歳～小学校
　就学前が対象）を希望する方は
　記入⑥お子さんの氏名（ふりがな）
　⑦生年月日
※託児サービスは本文に表示があ
　る場合
※往復ハガキの場合は返信側にも
　住所・氏名を忘れずに
※在勤・在学の方は勤務先（学校名）、
　所在地、電話番号を追記
※費用の記載の無いものは原則無
　料

■ 区主催
応募時の個人情報は厳重に管理し、
その催し物のためだけに利用します。
■ 区以外
応募時の個人情報はその催し物の
ためだけに利用しますが、詳しく
は、主催者にお問い合わせください。

個人情報について

区 民 相 談

MIW相談室

保 健 福 祉
オ ン ブ ズ
パーソン相談

（予約制）

福 祉 専 門
法 律 相 談

メ ン タ ル
ヘ ル ス
相 談 室

親 と 子 の
心 理 相 談

介 護 者 の
た め の
カウンセリング

（予約制）

（予約制）

区民相談室
（区役所２階）

区内在住・在
勤者

区内在住・在
勤・在学者

どなたでも

区内在住者と
その家族、在
勤・在学者

高齢者を介護
をしている区
内在住者

区内在住の高
齢者を介護し
ている方

１８歳未満で区
内在住・在学の
お子さんがい
る家庭

４０４会議室
（区役所４階）
３０１会議室
（区役所３階）

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

男女共同参画
セ ン タ ー
M IW相談室

児 童・家 庭
支援センター

西 神 田
併設庁舎３階

（区役所１０階）

（区役所１０階）

（神田さくら館
６階）

（西神田
１－３－４）

法律相談（予約制）

税務相談

夫婦関係・子育て・セクシュアルハラス
メント・ドメスティックバイオレンスなど
の悩みに女性カウンセラーが応じます。
託児サービス（有料・要予約）あり。
※４月からは毎週金曜も相談を行います。

区や事業者が提供する保健福祉サー
ビス全般への不満・苦情を受け付けま
す。郵送での相談も受け付けます。
〒１０２－８６８８九段南１－２－１福祉総務
課保健福祉オンブズパーソンへ。

福祉や成年後見制度、消費者被害に関
する悩みごとのほか、相続や遺言の相
談に弁護士が応じます。

介護をすることから生じるストレスに
関すること（介護ストレス・家族不仲・
家族間暴力・高齢者虐待等）に専門カ
ウンセラーが応じます。

子どもや家庭の相談に臨床心理士が
お答えします。

仕事や家庭での心の悩みなどの相談
に専門家や体験者が電話または面接
で応じます。

行政書士相談

一般相談

不動産相談

※話し中の場合
　1５２１１－８８４５
　へ。

福祉総務課
1５２１１－４２１０

MIW相談室
1５２１１－４３１６

区民相談室
1５２１１－４１７６

7０１２０－５２８－２１３
相談室専用

1５２８２－３１００

社会福祉協議会
ほほえみサポートちよだ

社会福祉協議会
1５２８２－３７１１

高齢介護課在宅支援係
1５２１１－４２２０

児童・家庭支援センター
予約相談専用電話
1３２５６－８１５０

名　称

4月の各種相談（無料）
場　所 内　　容 問合せと　き対　象

２（水）・４（金）・９（水）・１１（金）・１６（水）・１８（金）・
２３（水）・２５（金）１３時～１５時４０分

２（水）・４（金）・１０（木）・１６（水）・１８（金）・２４（木）・
３０（水）１０時３０分～１５時３０分

３（木）・９（水）・１１（金）・１７（木）・２３（水）・２５（金）
１７時～２１時

３/２６（水）相原佳子弁護士
４/１０（木）平澤千鶴子弁護士
４/２４（木）石黒清子弁護士
１４時～１６時
※上記日程以外ご相談ください。

１（火）１０時３０分～１２時
神村富美子さん（臨床心理士）

１１（金）冷水豊委員（上智大学教授）
２２（火）高山由美子委員（ルーテル学院大
学准教授）
１４時～１６時

１０（木）１３時～１５時

１０（木）・２４（木）１３時～１５時

３（木）・１０（木）・１７（木）・２４（木）１３時～１５時

毎日（土・日・祝を除く）８時３０分～１７時

２（水）・１５（火）１３時～１５時

８（火）１３時～１５時人権身の上・行政・社会保険労務相談

司法書士相談

ミ ュ ウ

日程が変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。

（予約制）
※上記日程以外ご相談ください。

し み ず

２（水）・１６（水）１３時～１５時＝北村裕華
さん（精神保健福祉士）
９（水）・２３（水）・３０（水）１７時３０分～１９
時３０分＝宮澤秀一さん（ピア・カウ
ンセラー＝体験者）

毎週火曜１０時～１４時

千代田エコシステム（ＣＥＳ）
シンポジウムを開催

２月１３日、区役所１階区民ホール
で、千代田エコシステム（ＣＥＳ）の
シンポジウムを開催し、約１２０名が
参加しました。
シンポジウムでは、これまで法政

大学と協働で進めてきた「千代田エ
コシステム（ＣＥＳ）」
の取組み状況や区の保
育園・出張所、企業の
活動を報告。
報告後には、田中勉

さん(法政大学教授)の
進行で、足達英一郎さ
ん(日本総研主席研究
員)、岩脇真弓さん（法
政大学ゼミリーダー）、

石川区長がディスカッションを行
い、企業をはじめ区とかかわるすべ
ての人々が環境問題に積極的に関心
を持ち、行動することの大切さを確
認しました。

男 １９,０６６（＋４２９人）
女 １９,９７８（＋９６人）
合計 ３９,０４４（＋５２５人）

※（ ）内は前年比較

選挙管理委員会事務局
1５２１１－４２６８

良い遺言の日
無料法律相談と講演

土地・家屋価格の縦覧
（東京２３区内）

選挙人名簿定時登録者数
平成20年3月2日現在

法政大学と協働で

ひと まち ふれあい 

一般廃棄物処理手数料の改定で、４
月１日（火）から粗大ゴミ処理手数料が
下図表のようになります。
３月中に収集を受け付けたものは、

処理が４月1日になっても改定前の料
金です。
※有料粗大ごみ処理券（Ａ券２００円、Ｂ
券３００円）は変更ありません。

■東京都ごみ処理券の交換終了
平成１２年４月の都からの清掃事務の

移管以来経過措置として行ってきた東
京都ごみ処理券の千代田区ごみ処理券
への交換は、４月から一般廃棄物処理
手数料を改定するため、３月３１日（月）で
終了します。
環境推進課企画管理係1５２１１－４２５８

粗大ゴミ処理手数料の改定

主な品目 現行料金新料金

ふとん、スーツケース

０６００円

９００円

１，６００円

２，２００円

０３００円

０５００円

８００円

１，４００円

１，９００円

０２００円

ベビーベット、ファンヒーター

机、シングルベット

ステレオセット

両袖机

４月１日から都税事務所の
所管区域が変わります

広報千代田を郵送でお届け



ゴムチューブを使って、お腹まわり
を引き締めるメタボ予防プログラムで
す。
４月コース＝４月９日・１６日・２３日・

３０日／５月コース＝５月７日・１４日・２１
日・２８日、いずれも毎週水曜（全４回）
１８時３０分～１９時３０分、スポーツセン
ター、１６歳以上の方各月１５名（申込順）、
指導＝ハルスポーツビレッジ公認イン
ストラクター、費用＝区内在住者４,０００
円／区外＝５,０００円、電話または直接ス
ポーツセンター（〒１０１－００４７内神田
２－１－８1３２５６－８４４４）へ。
※チューブレンタル料が１回につき別
途５００円かかります。購入は、４,９３５円
（チューブ・ＤＶＤ付）になります。

まひるのほし
知的障害を持つ人達のアート活動を

通して、芸術表現の根底に迫るドキュ
メンタリー。監督＝佐藤真
４月１８日（金）①１４時３０分②１８時３０

分（②の回終了後ビデオサロン・カフ
ェあり）、男女共同参画センターＭＩＷ
（区役所１０階）、電話またはファクシミ
リ（９面参照）に希望日時を記入しＭＩＷ
（1５２１１－８８４５6５２１１－８８４６）へ。
※託児サービス（有料・要予約）あり。

若い人から高齢者までの健康づくり
に、水中ウォーキングなどを行います。
４月２２日（火）～７月１日（火）・８日（火）（祝日

を除く）、各コース全１０回
s火曜日コース（６５歳以上）１４時～１５時

No. 1228 20.3.20（10）区役所の代表電話　3264ー2111

☆千代田区コールセンター（年中無休・8時～21時）13264－3910
サンキューイーワ

☆

s水曜日コース（６５歳以上）１４時～１５時
s木曜日コース（６５歳未満）１６時～１７時
s金曜日コース(６５歳未満)1４時～１５時
神田アクアビクスプール（神田淡路

町２－９）、医師から運動制限を受けて
いない区内在住者各コース１５名（抽
選）、参加費＝２,０００円、持ち物＝水
着・水泳帽・タオル、３月２８日（金）まで
に電話で健康推進課健康推進係（1

３２９１－３６４６）へ。

５月２９日～７月１７日毎週木曜１８時
３０分～１９時３０分（全８回）、神田さく
ら館（神田司町２－１６）、区内在住・在
勤者３０名（抽選）、費用＝２,０００円（傷
害保険料を含む）、指導＝ 島

ぬ で し ま

和佳恵
さん（フィットネスプランナー）、５
月１５日（木）までに往復ハガキ（９面参
照・１人１枚）でスポーツセンター（〒１０１－
００４７内神田２－１－８1３２５６－８４４４）
へ。

４月２６日（土）＝女子の部／２７日（日）＝
男子の部、いずれも９時～、スポーツ
センター、区内在住・在勤者で構成し
千代田区バレーボール連盟に登録して
いるチーム、費用＝５,０００円、４月１７
日（木）までに所定の申込書（スポーツセ
ンターで配布）を千代田区バレーボー
ル連盟・五島（〒１０１－００４７内神田２－
１－８スポーツセンター内体育協会1

０９０－５５７４－５０６５）へ。

４月２９日（祝）９時～、スポーツセンタ
ー、区内在住・在勤者で千代田区バド

ミントン協会登録者、費用＝１,０００円、
内容＝個人戦／男子・女子ダブルス、
４月１２日（土）（必着）までに申込書（スポ
ーツセンターで配布）を千代田区バド
ミントン協会（〒１０１－００４７内神田２－
１－８スポーツセンター内）へ。
千代田区バドミントン協会・前川

1３２５１－１４１３

５月１１日（日）９時～、スポーツセンタ
ー、区内在住・在勤者・千代田区卓球
連盟登録者など、費用＝シングルス
１,０００円／混合ダブルス＝２，０００円、４月
１８日（金）(必着)までに申込書（スポー
ツセンターで配布）を千代田区体育協
会（〒１０１－００４７内神田２－１－８スポ
ーツセンター内）へ。
千代田区卓球連盟・杉本

1０９０－２９０５－８８９９

５月１２日～７月１４日の毎週月曜１０時
～１１時３０分（第３月曜を除く全８回）、
スポーツセンター、区内在住・在勤者
４０名（抽選）、指導＝河井美佳さん（ミ
ズノグループ専属インストラクター）、
費用＝１,０００円、４月２３日（水）（必着）ま
でに往復ハガキ（９面参照）に性別を記
入しスポーツセンター（〒１０１－００４７
内神田２－１－８1３２５６－８４４４）
へ。
※託児サービス（１回７５０円・要予約）

あり。

視覚障害者に文字を点字にして情報
を伝えるボランティアの養成講座を行
います。
５月１３日～７月１５日の毎週火曜１９時

～２０時３０分（全１０回）、西神田併設庁
舎３階会議室、講座修了後に点訳グル
ープで活動できる方２０名（抽選）、講
師＝館

た ち

佳子
よ し こ

さん（点字指導員）、参加
費＝１２,０００円（点字器など教材費を含
む）、４月３０日（水）（必着）までに応募動機を
記入し往復ハガキ・ファクシミリまた
はEメール（９面参照）でちよだボラ
ンティアセンター（〒１０１－００６５西神田
１－３－４西神田併設庁舎４階1

５２８２－３７１６6５２８２－３７１８●volunteer
@chiyoda-cosw.or.jp ）へ。

４月１３日（日）・２０日（日）９時～、夢の島
東少年野球場（江東区夢の島３）、高校
生以上の区内在住で女性２名を含む男
女混成の１６チーム（申込順）、費用＝１
チーム２,７００円（別途傷害保険料１人
５０円がかかります）、３月２８日（金）まで
に所定の申込書（文化スポーツ課・ス
ポーツセンターで配布）を郵送または
ファクシミリで文化スポーツ課（〒
１０２－８６８８九段南１－２－１1５２１１－３６２７
6３２６４－７９８９）へ。
※３月５日号７面記事の変更です。

ひと まち ふれあい 

エアロビクス教室

点訳ボランティア養成講座　

ＭＩＷ
ミ ュ ウ

ビデオサロン＆カフェ

春季バレーボール大会

３万人のランナーが都心を快走　

スポーツセンター
アクアビクス教室

国の特別史跡江戸城跡や国指定
重要文化財などを掲載した「千代
田区文化財マップ」を１冊５０円で
販売しています。「ふるさと文化の
散歩道」や「歴史と文化の散歩道」
等のルートも掲載しています。ぜ
ひご利用ください。
販売場所 四番町図書館・歴史民
俗資料館（四番町１）／総合窓口課
（区役所２階）／出張所

四番町歴史民俗資料館
1３２３８－１１３９

文化財マップ

春の千代田を楽しみませんか

一流の演奏を気軽に楽しめる音楽祭
として４回目となる今年は「シューベ
ルト」をテーマに開催します。
４月２９日（祝）～５月６日（休）、東京国

際フォーラム（丸の内３－５－１）／丸
の内周辺エリア、チケット発売中。詳
しくは、電話またはホームページで。
東京国際フォーラム 1５２２１－９１００
http://www.t-i-forum.co.jp/lfj_２００８

ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポン
「熱狂の日」音楽祭２００８

２月１７日、都庁前から東京ビッグサイトまでの４２.１９５
ｋｍ、皇居や銀座、浅草など都心の名所を巡る「東京マラ
ソン２００８」が開催されました。

千代田区では、飯田橋から１０
ｋｍコースのゴールとなる
日比谷公園までを３万人
もの選手が駆け抜け、
沿道を埋め尽くした
観客からたくさんの
エールが送られま
した。区政会館前
では、九段中等教
育学校の吹奏楽演
奏や富士見小学校児
童のわんぱく太鼓、
富士見地区町会連合会

の「北の御門」多賀谷か
っぽれが披露され、ランナー

の力走を盛り上げました。
沿道で応援したひとりは「応援が届いてほしいと一所

懸命声を出しま
した。皆さん、
楽しそうに走っ
ていましたね」
とにこやかに話
してくれました。
ランナーと応

援する人が一体
となり、お祭り
のような盛り上
がりを見せた今
回、たくさんの
笑顔が東京を包
み込むレースと
なりました。

▲映画「まひるのほし」より（シグロ作品）

子ども自然教室ボランティアスタッフ募集
九段生涯学習館は、区内の学校に

通う児童・生徒を対象に自然体験プ
ログラム「千代田区子ども自然教室」
を運営しています。
平成２０年度の事業のボランティア

スタッフ（大学生以上）を募集します。

子どもや野外活動が好きな方は、ぜ
ひご応募ください。活動内容など詳
しくは、お問い合わせください。
申込み ４月３０日（水）までに電話で九
段生涯学習館（1３２３４－２８４１）へ。

アンチ・メタボプログラム

保健所 アクアビクス教室

春季バドミントン大会

ラージボール卓球大会

ソフトボール大会の日程が変更に

東京マ
ラソン

２００８
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す
。

販
売
期
間

さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中

販
売
場
所

千
鳥
ヶ
淵
緑
道
の
案
内

所
※
伐
採
お
よ
び
剪
定
さ
れ
た
桜
の
木

を
使
用
す
る
た
め
、
無
く
な
り
次

第
終
了
と
な
り
ま
す
。

※
販
売
価
格
等
の
詳
細
は
千
代
田
区

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kanko-

chiyoda.jp/

千
鳥
ヶ
淵
の
ラ
イ
ブ
映
像
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
千
代
田

day ,s

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
、
つ
ぼ
み
か
ら
の
開

花
状
況
も
日
々
掲
載
し
て
い
ま

す
。
お
花
見
に
出
か
け
る
際
に

は
、
ぜ
ひ
、
さ
く
ら
マ
ッ
プ
と

見
ご
ろ
の
桜
を
確
認
し
て
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
。

http://chiyoda-days.jp/

sakura2008/

問
合
せ

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

千
代
田
区
観
光
協
会
で
は
「
千
代

田
の
さ
く
ら
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」「
さ

く
ら
を
通
じ
た
新
た
な
産
業
の
創

出
」「
千
代
田
の
さ
く
ら
の
維
持
・

再
生
」
を
目
的
と
し
て
、
さ
く
ら
を

活
用
し
た
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。今

回
は
、
ま
も
な
く
は
じ
ま
る
お

花
見
シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
こ
の

冬
に
千
代
田
区
内
で
伐
採
・
剪
定
さ

れ
た
桜
の
木
の
幹
や
枝
を
活
用
し
た

桜
の
木
札
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
箸
と
い

っ
た
「
千
代
田
の
さ
く
ら
グ
ッ
ズ
」

を
製
作
し
ま
し
た
。
こ
の
「
さ
く
ら

グ
ッ
ズ
」
に
は
、
千
代
田
の
さ
く
ら

を
愛
し
て
い
た
宇
野
千
代
さ
ん
の
桜

の
デ
ザ
イ
ン
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
し

ら
わ
れ
て
お
り
、
お
花
見
客
向
け
に

数
量
限
定
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

※
収
益
の
一
部
は
さ
く
ら
再
生
基
金

に
寄
付
し
、
千
代
田
の
さ
く
ら
の

維
持
・
再
生
に
役
立
て
ら
れ
ま

千
代
田
マ
ン
シ
ョ
ン
交
流
会
に
加
入

し
て
い
る
各
マ
ン
シ
ョ
ン
に
防
災
行
政

無
線
で
放
送
し
た
情
報
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
「
防
災
ラ
ジ
オ
」
を
配
付
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
防
災
無
線
情
報
を
入
手
す

る
手
段
と
し
て
は
、
区
の
防
災
課
か
ら

各
町
会
に
配
付
し
て
き
た
防
災
無
線
の

個
別
受
信
機
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
防
災
ラ
ジ
オ
の
配
付
に
よ
り
、
マ
ン

シ
ョ
ン
で
も
防
災
情
報
収
集
が
容
易
に

な
り
ま
す
。

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
の
職
員
と
千
代

田
マ
ン
シ
ョ
ン
交
流
会
の
役
員
が
、
各

管
理
組
合
に
直
接
訪
問
し
て
順
次
配
付

中
で
す
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
に

「
防
災
ラ
ジ
オ
」を
配
付

和
紙
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
堀
木

エ
リ
子
氏
を
講
師
に
迎
え
て
行

な
わ
れ
た
「
創
作
和
紙
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
で
制
作
し
た
作
品

を
、
３
月
２
日
（日）
か
ら
１６
日
（日）

ま
で
区
役
所
１
階
区
民
ホ
ー
ル

に
て
展
示
し
ま
し
た
。

一
般
参
加
者
約
１００
人
が「
祭
」

を
テ
ー
マ
に
漉す

き
上
げ
た
和
紙

作
品
は
１
枚
１
枚
集
め
ら
れ
、

２
基
の
光
柱
（
ひ
か
り
ば
し
ら
）

に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
高
さ
が

約
２
ｍ
あ
る
こ
の
光
柱
は
そ
の

存
在
感
を
示
し
な
が
ら
、
中
に

配
さ
れ
た
電
球
に
よ
り
暖
か
み

を
印
象
付
け
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
区
内
の
小
学
生
約
４００
人

が
「
大
好
き
」
な
も
の
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
制
作
し
た
作
品
は
、

校
章
が
入
っ
た
額
に
収
め
、
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
作
品
も
自
然
光
が
差

し
込
む
区
民
ホ
ー
ル
の
ガ
ラ
ス

面
を
彩
り
、
訪
れ
た
人
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

桜
の
木
札
や
ス
ト
ラ
ッ
プ
・
箸

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
頃
を
チ
ェ
ッ
ク

〜
千
鳥
ヶ
淵
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
〜

創
作
和
紙
の
作
品
が
区
役
所
を
飾
る

３
月
１
日
（土）
区
立
九
段
生
涯
学
習
館

に
お
い
て
、
千
代
田
マ
ン
シ
ョ
ン
交
流

会
と
の
共
催
に
よ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
定
員
70
名
の
会
場
が
ほ
ぼ
満

席
と
な
り
、
防
災
に
関
す
る
意
識
の
高

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災

の
体
験
者
で
あ
る
谷
川
三
郎
氏
か
ら

被
災
当
時
の
状
況
を
映
像
を
見
な
が

ら
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
谷
川
氏

は
、
地
震
発
生
か
ら
わ
ず
か
12
秒
間

の
縦
揺
れ
で
、
六
千
四
百
余
名
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
や
お
寺
へ
の

遺
体
安
置
依
頼
、
葬
儀
会
社
へ
の
棺

桶
百
個
と
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
依
頼
な

ど
、
普
段
の
防
災
訓
練
で
は
話
題
と

な
ら
な
い
よ
う
な
生
々
し
い
体
験
話

を
語
ら
れ
、「
自
分
の
命
は
自
分
で

守
る
」「
地
域
は
地
域
で
守
る
」
と

言
う
自
主
防
災
の
必
要
性
・
重
要
性

を
強
く
訴
え
か
け
ま
し
た
。

続
く
第
２
部
で
は
谷
川
氏
を
交
え
て

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
災
害
時
の
居
住
者
名
簿
の
作
成
や

行
政
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
の
模
様
は
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

防防防
災災
セセ
ミミ
ナナ
ーー
開開
催催
報報
告告

〜
マ
ン
シ
ョ
ン
に
と
っ
て
の
震
災
〜

▲体験談に熱心に耳を傾ける参加者

〜
千
代
田
区
観
光
協
会
が
推
奨
グ
ッ
ズ
を
製
作
〜

昨年の映像

区
の
花
さ
く
ら
・
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
は
、
樹
齢
40
年

程
に
な
る
と
大
き
な
変
化
を
起
こ
し
ま
す
。

も
と
も
と
幹
の
部
分
が
腐
っ
て
空
洞
化
し
や
す
い

性
質
を
も
つ
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
で
す
が
、
樹
齢
40
年
目

あ
た
り
か
ら
こ
の
空
洞
化
が
顕
著
に
な
り
、
そ
れ
が

原
因
で
枯
死
し
て
し
ま
う
も
の
と
、
空
洞
化
を
補
う

よ
う
に
、
本
来
根
が
出
る
場
所
で
は
な
い
部
分
か
ら

新
し
い
細
か
い
根
（
不
定
根
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）

を
生
や
し
て
再
生
し
生
き
延
び
る
も
の
と
に
分
か
れ

て
い
く
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

千
代
田
区
が
実
施
し
て
い
る
「
さ
く
ら
再
生
事
業
」

で
は
、
こ
の
不
定
根
の
発
生
を
促
し
根
付
か
せ
る
補

助
を
す
る

こ
と
で
、

さ
く
ら
の

枯
死
を
防

ご
う
と
い

う
作
業
も

行
な
っ
て

い
ま
す
。

〜
さ
く
ら
の
再
生
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
〜

▲千代田のさくらで作った箸×宇野千代デザイン

▲今回配布している防災ラジオ



住
宅
火
災
を
防
ぐ
に
は
？

まちみらいニュース ◇平成20年3月20日◇

広　告

消
防
法
及
び
市
町
村
条
例
の
改

正
に
伴
い
、
す
べ
て
の
住
宅
に
火

災
警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。

千
代
田
区
内
も
都
の
火
災
予
防

条
例
に
基
づ
い
て
、
新
築
・
改
築

す
る
住
宅
は
平
成
16
年
10
月
１
日

よ
り
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
既
存
の
住
宅
に
つ
い
て
も
、

平
成
22
年
４
月
１
日
よ
り
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

消
防
法
が
住
宅
を
対
象
と
し
た

規
制
を
行
う
の
は
今
回
が
初
め
て

で
す
が
、
こ
れ
を
機
に
、
火
災
対

策
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
火
災
警
報
器
で
火
災
を
知
る

火
災
対
策
は
、
何
と
い
っ
て
も

予
防
が
第
一
な
の
で
す
が
、
う
っ

か
り
消
し
忘
れ
た
火
の
元
や
、
古

い
家
電
製
品
な
ど
か
ら
、
思
わ
ぬ

発
火
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
い
ち
早

く
気
づ
い
て
初
期
消
火
活
動
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

果
た
す
の
が
、「
住
宅
用
火
災
警

報
器
」
と
「
消
火
器
」
な
の
で
す
。

米
国
で
は
、
か
つ
て
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
が
非
常
に
多
く
社
会

問
題
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

火
災
警
報
器
の
設
置
を
義
務
化
し

て
全
住
宅
の
90
％
ま
で
普
及
さ
せ

た
こ
と
に
よ
り
火
災
に
よ
る
死
者

が
半
減
し
た
そ
う
で
す
。

高
機
能
な
火
災
警
報
器
は
高
価

で
電
気
工
事
も
必
要
な
の
で
躊
躇

す
る
と
い
う
方
に
は
、
自
分
で
取

り
付
け
ら
れ
る
手
軽
な
電
池
式
の

煙
感
知
器
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で

も
十
分
効
果
は
あ
り
ま
す
。

■
初
期
消
火
を
体
験
し
ま
し
ょ
う

そ
し
て
火
事
に
気
づ
い
た
ら
一

刻
も
早
く
消
火
を
！
と
い
う
こ
と

で
、
す
で
に
消
火
器
を
お
持
ち
の

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
ざ

と
い
う
と
き
正
し
く
消
火
器
を
使

え
ま
す
か
？
「
自
信
が
な
い
」、

「
消
火
器
を
使
っ
た
こ
と
が
な
い
」

と
い
う
方
に
お
勧
め
な
の
が
、
初

期
消
火
体
験
で
す
。
東
京
消
防
庁

の
池
袋
防
災
館
（
豊
島
区
西
池
袋

２
―
37
―
８
）
な
ど
の
施
設
で
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
に
消

火
器
を
使
っ
た
消
火
活
動
を
体
験

し
て
み
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
今
回
ご
紹
介
し
た
防

火
商
品
は
悪
質
な
業
者
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

居
住
支
援
グ
ル
ー
プ

次
回
は
「
マ
ン
シ
ョ
ン
暮
ら
し
の

マ
ナ
ー
」

地域冷暖房施設と
防災センターを見学

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

Ｖｏ
　
１４
ｌ.

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
、
街

の
活
性
化
に
繋
が
る
商
店
会
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
支
援
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
１０
月
の
「
お
茶
の
水
ア

ー
ト
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
や
今
年
１
月

の
「
神
田
雪
だ
る
ま
フ
ェ
ア
」
な

ど
も
開
催
経
費
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

ま
だ
商
店
会
へ
加
入
さ
れ
て
い

な
い
お
店
の
み
な
さ
ま
も
、
ぜ
ひ

商
店
会
に
加
入
い
た
だ
き
、
売
上

ア
ッ
プ
に
繋
が
る
街
の
賑
わ
い
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
一
緒
に
盛
り

上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

商
店
会
へ
の
新
規
加
入
や
、
商

店
会
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

方
法
に
つ
い
て
は
、
千
代
田
区
商

店
街
連
合
会
・
千
代
田
区
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
事
務
局
（
1
５

２
８
１
―
１
１
７
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
商
店
会
へ
の
支
援
制
度

や
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
情
報
発
信

に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
ま
ち
み

ら
い
千
代
田
・
商
工
振
興
グ
ル
ー

プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
商
店
会
へ
の
加
入
（
千
代
田
区

商
店
街
連
合
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）

http://w
w
w
.chiyodaku-

shoren.jp/index.htm
l

■
中
小
企
業
や
商
店
街
等
の
支
援

（
ま
ち
み
ら
い
千
代
田
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
）

http://w
w
w
.m
m
-chiyoda.or.

jp/project/shoko/index.htm
l

商
店
会
に
入
り
ま
せ
ん
か
？

千
代
田
区
地
域
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
「
千
代
田day ,s

」
で
は
、
ま
ち

み
ら
い
千
代
田
の
ス
タ
ッ
フ
が
ブ

ロ
グ
を
連
載
し
て
い
ま
す
。

昨
年
８
月
に
連
載
を
開
始
し
た

「
公
園
三
昧
（
こ
う
え
ん
ざ
ん
ま

い
）」
で
は
、
区
内
の
身
近
な
公

園
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
楽
し
み

方
や
味
わ
い
方
な
ど
ト
ピ
ッ
ク
を

交
え
な
が
ら
紹
介
し
て
お
り
大
変

好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
公
園
】

都
心
の
真
ん
中
の
緑
と
静
寂
あ
ふ

れ
る
「
北
の
丸
公
園
」
／
芝
が
広

が
る
都
会
の
庭「
皇
居
外
苑
」／
自

然
を
気
軽
に
学
ぶ
に
は
最
適「
皇

居
東
御
苑
」／
ラ
ン
チ
ブ
ッ
フ
ェ

と
噴
水
が
特
徴「
和
田
倉
噴
水
公

園
」／
滝
と
茶
室
の
あ
る「
清
水
谷

公
園
」／
四
季
を
感
じ
る
神
田
の

憩
い
の
場「
神
田
児
童
公
園
」／
歴

史
を
感
じ
る
都
会
の
オ
ア
シ
ス

「
錦
華
公
園
」／
千
代
田
一
長
〜
い

公
園「
外
濠
公
園
」／
ラ
ジ
オ
体
操

会
の
発
祥
の
地「
佐
久
間
公
園
」／

東
郷
平
八
郎
私
邸
の
跡
地「
東
郷

元
帥
記
念
公
園
」（
２
月
２７
日
ま

で
の
掲
載
分
）

ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
で
は
、
こ
の

他
に
区
内
の
革
新
的
な
企
業
を
紹

介
す
る
「
企
業
探
訪
」
や
最
新
モ

バ
イ
ル
の
進
化
を
リ
サ
ー
チ
す
る

「
モ
バ
イ
ル
最
前
線
」、
い
ざ
と
い

う
時
の
た
め
の
「
防
災
か
わ
ら
ば

ん
」
を
連
載
中
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
は
千
代
田

day ,s

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
で
も
配
信

し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

の
購
読
を
ご
希
望
の
方
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
登
録
く
だ
さ

い
。http://chiyoda-days.jp/

問
合
せ

地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

〜
千
代
田d

a
y
's

「
公
園
三
昧
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
〜

区
内
公
園
の
魅
力
を
紹
介

ま
ち
み
ら
い
千
代
田
の
賛

助
会
員
を
対
象
と
し
た
施
設

見
学
ツ
ア
ー
を
２
月
７
日
（木）

に
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
見

学
ツ
ア
ー
で
は
、
普
段
見
学

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
施
設

を
見
学
で
き
る
た
め
、
毎
回

参
加
者
の
方
か
ら
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
汐
留

北
地
区
の
地
域
冷
暖
房
を
行

っ
て
い
る
汐
留
ア
ー
バ
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
東
京
ガ
ス
本
社

内
に
あ
る
防
災
・
供
給
セ
ン

タ
ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

汐
留
ア
ー
バ
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
は
、
汐
留
の
ビ
ル
群
を

支
え
る
最
新
の

ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー

や
氷
蓄
熱
槽
を

見
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
冷
暖

房
の
仕
組
み
を

知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
東

京
ガ
ス
防
災
・

供
給
セ
ン
タ
ー

で
は
、
２４
時
間

ガ
ス
供
給
を
守

る
シ
ス
テ
ム
や

地
震
で
も
安
全

を
確
保
す
る
最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
か
ら
は
、
通
常
入

る
こ
と
の
で
き
な
い
場
所
ば
か
り

だ
っ
た
の
で
、
大
変
興
味
深
か
っ

た
と
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。ま

ち
み
ら
い
千
代
田
で
は
賛
助

会
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

個
人
は
一
口
５
千
円
、
法
人
は
一

口
５
万
円
（
全
て
年
額
）
か
ら
ご

入
会
で
き
ま
す
。
頂
い
た
賛
助
会

費
は
、
千
代
田
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ

ー
ト
の
助
成
金
等
で
千
代
田
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
千
代
田
区
の
活

性
化
に
ご
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
ご
入
会
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

企
画
総
務
グ
ル
ー
プ

賛
助
会
員
向
け
施
設
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催

▲和田倉噴水公園

煙式 熱式 複合型

いろいろなタイプの火災警報器

▲地域冷暖房プラントを見学


